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地質ニュｰス工業原料鉱物特集の第2回目として･ド

ロマイト資源につv'て述べてみましょう.

ドロマイト資源の調査は地質調査所ではかなり以前

から実施していましたカ主最近鉄鋼業界を中心にして全

国的抵調査を行たうよう要望があり昭和34年度から

特別研究としてこれを取り上げました.今回はたまた

ま前期3カ年計画カミ終了した時期でもありこれまでの

概要を報告する意味において全国的な編集を試みた次

第であります.いうまでもなくこの仕事は目下研究

中のものカミ多く未調査地区もかたりありますので後

目訂正するところが少なからずあることを初めにおこ

とわりしておきます.

しかし各項目の内容については日常相談業務として

取り扱われてきた数々の事項についてできる隈ゆ詳し

く述べることにしました.つまり需要の動向資源の

分布採鉱法鉱石や製品の価格鉱山の現況たどであ

ります.われわれ地質の研究者はこのような事項のす

べてについて専門家ではありませんカミこの際とくにこ

れらの資料を集めることにしました.どの項目もすべ

て産地により品質により地域により変動の多いもの

ぱかりです.とくに価格については葛生のものを代表

ドロマイト質石灰岩(高蜘県十市鉱山産)(X昌3ル)

ひし形の美しv･結晶がたくさんみられるがいずれもドロマイトである

灰色の地はごく微細狂方解眉の集ま回でドロマイト化されて拙･石灰

肩である白亜紀層中のもの

河因茂磨･井上秀雄･高橋博

としましたカミあくまでも参考程度に考え全国的なもの

と判断しないよう切望します.

次にここで取り扱った各種のデｰタは昭和36年末

から37年末まで約1年間のものが多くわが国の経済界

はちょうどこの間に不況の波にさらされとくに鉄鋼業

界は深刻な事態すら感じられました.塩基性耐火物と

してその7割を供給しているドロマイトはこの影響を

受けて現況の変化には目まぐるしいものカミありました

カ基地域としてまとま'っている資料の中では個々の訂正

が無理なものもあり訂正を行狂わたかったものがあり

ます.ドロマイトの探査･探鉱法には過去の数10

倍数100倍という莫大な数の化学分析か新しいやり方

で行なわれました.われわれの成果はこの新しい分

析方法を取り入れたことによりはじめて可能となった

のでありまして同じグノレｰブの人々でありますカミ化

学課の諸兄に改めて謝意を表するものであります.本

来ならば｢キレｰト迅速分析｣の項も加えるべきであり

ますカミ紙数のつごうで割愛しました.

誌上で恐縮でありますがこの目的のため多くの資料

を提供して下さった民間の関係各社に対し衷心より感

謝の意を表します.(繁者は鉱床部非金属課)

〔樽灘縄難チとして河田が行祖い四国'九州の鉱床につ〕

ドロマイト鉱物(岐阜県下伊吹山塊)

AgNO.rK2Cr04法による染色薄片の顕衝鏡写真ドロマイトと方解石

は非常によく似ている見分けにくいがこの法により染色すると方解

石は鮮か虹ヒ色に着色されるがドロマイトは着色され扱い写真の白い

部分はド目マイトの結晶である�
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わが国のドロマイトの利用はほかの鉱有にくらべると

歴史が耕しく大正の末ごろに栃木県葛生地方で始まった

ものである.その後大東亜戦争末期に製鉄用耐火材とし

て当時満洲から輸入されていたマグネシアクリンカｰが

極端に入手困難となったためこの代用として国内ドロマ

イト資源の開発が始められた.すなわち栃木県葛生地

方福岡県恒見大分県津久見付近などがこの時期に開

発された1戦後は一時生産は減少したが従来の耐火

物以外の新しい用途として建築用プラスタｰや農業用苦

土肥料などのドロマイトの新製品が市場に現われ徐々に

生産が増加していった.その上特筆すべきこととして

製鋼界の革命ともいうべきいわゆる酸素製鋼法が近年

急速に発展を見つつあることである.これは1952年オｰ

ストリアで成功を見た純酸素上映転炉製鋼法であってこ

の転炉の耐火物にはマグネシアレンガが使用されているも

のである.わが国では転炉にドロマイトを主とする塩基

性耐火物を使用している.この転炉の数は最近増加しつ

つあって総合的にドロマイトの生産は上昇カｰブをえ

がいている.ドロマイトの用途の内訳を見れば現在全

生産額の約70%が製鉄･製鋼用に使用されている.

地質調査所では現在製鉄用の塩基性耐火物原料としての

ドロマイト資源の特別研究を実施中である.現在まで3

年間の研究で岐阜県下に栃木県下の葛生にまさるとも劣

らない薪鉱床を発見することができた.このような事情

からここでは他の鉱種以上に詳細に記述することにした.

(1)過去現在および

今後の需要の動向

1)生産額

ドロマイトの生産額は法定追加鉱物になった昭和

26年度には63万トンであ欄た淋その後増加の一途を

たどり昭和36年度はエ87万トン紀逮している.

次に過去魂吻隼の生産実績は次のと濁りである.

瀦葬籟33牢10遠フゴトン

〃34牢133〃
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第1表

昭和36年度ドロマイト生産表

(100トｰン未満切り捨て)

庫県名�鉱山名�生産額�鉱床事情

北海道上磯郡�茂辺地�1,700�古生層?輝緑凝灰岩中のレンズ

岩手�門神�ユ0,200�古生層'花崩岩の接触によI〕再結晶

"�根市�7.100�〃"

栃木�磐城会沢�286.200�二畳系石灰石にともなう層状鉱床

"�日鉄会沢�58,000一�"〃

〃�日鉄羽鶴�442,700�〃''

〃�大叶�538,000�〃〃

"�宮田赤見�ユ,500�〃〃

〃�I田源第二�11,700�〃〃

"�駒形牛ケ沢�11,800�"〃

"�駒形大釜第一�8,400�〃"

〃�村樫�32,900�"〃

"�松崎氷室�7,700�〃〃

"�白岩第一�1,200�""

〃�木村�33,800�"〃･

"�横倉�24,500�〃"

"�田政第二�22.80b�〃"

"�田沢犬釜�37,300�""

"�永島�9.900�〃〃

"�菱苦土大釜�25,800�〃"

"�鍋山岡田�31,600�〃"一

〃�片柳石灰�16,ユ00�〃"一

三重�三重�10,500�'古生層のレンズ状鉱床結晶質

岐阜�伊吹�17,800�二畳系輝緑凝灰岩中の層状鉱床

"�春日(清水)�77,500�二畳系輝緑単独鉱床一部結晶質

〃�宝谷�34,900�二畳系石灰石にともなう層状鉱床

〃�北山�300�〃〃

滋賀�一色�o�"〃

愛媛�黒潮川1�11,900�二畳系粘板岩中の単独鉱床

高知�土佐山�1,800�二畳系石灰石にともなう層状鉱床

"�上倉�1,800�".〃

"�野村(南海)�7.800�〃〃

"�弘瀬�5,300�〃〃

福岡�四ツ高�26,800�〃〃

大分�五十jI1津久見�4,000�"Ψ

〃�五十川川登�17,600�〃."

〃�宮崎田野�9,800�""

〃�足立田野�3,400�"〃

熊本�白石肥後�8,000�〃レシ:.助鉱床
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第2表鉄鋼用済ロマイトの内訳

鉄㍗∴/塞雫ζ了へ災土､㌶

ドロ呼イトクジン洩一の製鋼互トン当たりの原単位を

見ると第3表の通りである咄

燦婁羨製鋼トン響施りの原簸倣

2)鵜絵⑳醐胸

ドロマイトの需要を左寄するものは製鉄1製鋼業の動

向であるご些は前にのべたと為夢で約卿%が製鉄1製

鋼用である出すなわち昭榔鮮度では撒万トンの

生産があり液淋そのうも蜘万トンが製鉄用に使われ

たことに扱る｡製鉄屑では生(焼臓し机1もの)で使用

するものとクリンカｰ&して使用するものとがあって

この比率は約ガ7である.これを表に示すと第2

表のとおりである.

平炉鋼の生産増は今後期待薄かも知れ扱いか転炉鋼

の生産増加には急瀧なものが予想されておりわが国の

建設計画は世界一で第遮表のとおりである.�
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策4表転帰鋼の生一産および生=産予想

��昭和拠年1昭和･･年�

国名�輯炉によるSteel�Stee1の全生産高�頼炉鋼の予想生産

�生産高�に対する幅炉鋼の比�高

�1O一トン�%�10=iトン

����������住

ソ運�2,545�3.6�?

西ドイツ�1-201�3.6�980

日本�5,357�19.O鼎�13,800

フランス�423�2.4�490

オ'スト田ア�1,819�58.6�1,900

来平炉鋼･電気炉鋼･転炉鋼の比率は6:2:2

平炉と転炉の原単位をくらべるとドロマイトクリ;■

カｰは需要が減るように感じられるカミこれらによる鉄

鋼の生産増とともに今後原単位の大きい製鋼法の採択も

予想されるので良質の製鋼用ドロマイトの需要はさら

に増加してゆくであろう.鉄鋼関係以外の需要につい

てはガラス苦土肥料ドロマイトプラスタｰ道路

舗装用アスファルト混和材‡建用バラスなど将来v･

ずれも増加は間違いない.さらにマグネシウムメタル

の需要が増加したり現在海水マグネシアの製造に使用

されている石灰あるいはカｰバイドスラリｰに代わって

理想であるドロマイトカ茎使われるようになればドロマ

イトの需要は大幅に増加するものと予想されてv･る.

(2)ド回マイト鉱床と資源的諸問題

1)ド回マイト鉱床の地質時代

現在稼行中のドロマイト鉱山の鉱床事1青については

第1表1こ示しておいた.このほか未開発地区をふくめ

わカ幅のドロマイト鉱床を地質時代別に分類すれば次の

とおりである.

第三系;北海道道粛東北北駿など裏日本のほぼ中新世に

属する地層中に混在するものこれは一般に織土分が

多いこと変たM墨()の品位は高くても砂礫質のため

晶質が劣ることなどのため稼行されでいない.

ジ肌ラ系苗蔓鐙薬1これ1こ属する1石灰葛は高品位のもの

とドロ呼イド質で精土質のものとがある後者でも

はっきりド鴻マイトといえるものは襲だ発見されてい

ないいわゆるド卿呼イド質石灰石であって沖坪イ

ドとして稼行奪れていない

二畳系;わが国で経済的に稼行価値のある鉱床はすべてこれ

に属している

飛騨片麻袋類;品位はわが国で最もよいときれているが

規模の決定について今後の調査が期待されている

2)二畳系に属す蕃鉱康の森イフ

④鰯状鉱床;栃木県蔦生や岐阜県舟状地区恋どの

ように石灰石中に層状に賦存する鉱床で層厚50～100

℀

潯

嚢

�

ノ

ド回マイ“館山分宿および

36牟鹿螺列生産図
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古鳥

m以上の大鉱床カミ多い.品位は安定してV･でとくに珪

酸分力茎少ないこと結晶の大きさO.1～1mmで細粒質

であることなどの長所をもってv･る.

⑱単独鉱床;鉱床の形態からはレンズ状鉱床といっ

てもよいもので輝緑凝灰岩チャｰト粘板岩などの

地層中にドロマイトカミ石灰石鉱床を伴わず単独で鉱床

を検しているものである｡･これに属するものには大

鉱床は少なく一般には層厚30～50加で延長50～100

㎜程度である層状鉱床にくらべると珪酸分が幾分高い

こと部分的に石灰質になることなど欠点秘多いが非

常に高品位のものもある.一般的に品位の安定性は層

状鉱床より劣るものが多い.これに属するもので花闇

砦などと接触して再結晶しているもの淋ある.一般に

MgOの含有量18～20劣という高品位のものであるか

珪灰石スカルンをともたうこと結晶の大きさが数

醐膿～数｡㎜に及ぶので用途カミ限られている.

3)鉱床走品位との関係

わが国のドロマイト鉱床の品位についてはそれぞれ

地域的な特長があり鉱石はそれにふさわしい用途に使

われている由葛生地方のドロマイトはM9017～19%

s1oル脇以下&いう高品位のものでありこのほか緒

最の大きさが⑪書肺m前後という細粒質であるためド�
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口マイトクリンカｰに焼成するのには最適である.わ

が国の鉄鋼用ドロマイトはほとんどこの地方で生産さ

れている.岐阜県春目地区北山地区などのドロマイ

トはFe2030.03%以下というのが多くわが国では最

も鉄分力茎少ないのでガラス原料として需要洪大きくの

びている.資源的な問題にっいてはこのように用途

別に検討する必要カミありこの点われわれの研究題目の

大切な項目となってv･るのでドロマイト製品の紹介をか

ねてあとで述べる.

(3)鉱床の探査法

広い地域に分布している鉱床の探査につv･ては石灰

石の項で述べたのでここでは野外調査でドロマイト鉱

床を確認するいくつかの方法についてのべよう.

1)ド風マイト鉱石の判定

肉眼観察

ドロマイト露頭の風化面は象皮構造というざらついた

組織をしているカミ石灰石のそれはろうのようになめ

らかであるので石灰石との区別は容易である.ただし

露頭カミ象皮構造を呈する場合は石灰石中にマグネシア

分が含まれている場合ばかりでなく珪酸分粘土分が

ある場合でも生じる現象であるのでドロマイトだけの

決定的な要素ではない.また結晶質石灰石も象皮構造

示す場合があることも忘れてはならない.

塩酸による発泡

石灰石は石灰分の純度の高v'ものほど塩酸で容易に発

ドロマイトの象皮構造岐阜県割ヨ鉱山のドロマイト露頭に見られる象皮構

造で石灰石露頭はなめら洲ζなつているのと詐常に対象的である｡

泡するがほかに不純物があれば泡の出かたカミ低下する

純度の高いドロマイトは濃塩酸でも泡の大きさほ小さく

泡の数も少ないので石灰石との区別は簡単である.

着色度の観察

塩酸にβ一ヂニトルフェノｰルを適当に混音上記の

ように試料に作用させると泡の出かたのほかに時間と

ともに黄色に染色することカミできるので泡と色と両方

の観察からドロマイトの判定洪できるものである.

たとえば肩･灰石:大砲多数発生し30秒で黄色に着色

ドロマイト:小池が発生し3分で捲色

そこで着色時間を測定することによりMg0の大雑

把な定量を行なうことができる.ただ第三系のドロマ

イトには黄褐色のものがあり試薬による着色の見分け

カミづきにくい場合がある.

2)堆積学的探査方針

④普通層状鉱床には下盤に黒色の石灰石'葛生地

方でネズといっているもの一カミあるのでこの石灰石の

構造を正確につかむことにより上に重なるドロマイト鉱

床の形態を推定することができる.また上盤には灰白

色石灰石ノ･クが重なっているがドロマイトとネズノ･

ク両石灰一石とは珪酸分珪土分の多い石灰石が漸移帯

となっているのでドロマイト鉱床の分布を漸移帯から

把握することもできる.

⑰石灰石鉱床中の化石動物群と品位との関係は

フズリナ優勢石灰石･…Ca0の純度が高い

フズリナ劣勢で海百合が発見される石灰石…･CaOの

染色試験ハンマ□でドロマイトの新しい露頭を関してこれに塩酸と染色

液を混笹た試薬を注ぎ.発泡状況と1竃色時間からだv'たいの品位がきまる�
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純度低く不純物が増える

ドロマイトは換言すれば石灰石のうち不純物として

MgOがある場合と考えられる.したカミってドロマイ

トを探査するには逆にフズリナカミ少なく海百合が多

い石灰石に重点を置く必要カミある.

3)地表の精査

ドロマイト鉱床の概査は1万分の1か5千分の1

カミ適当と思われる.企業化の基礎資料にする精査は

1,000分の1より大きい縮尺でなければ利用価値は少放

い.この場合品位分布図は試料の化学分析値一MgO,

CaO,Si02,A1203,亙e203,P205,S,Ig･losトを基礎に

すべきであるカミMgOとSiO･の2成分だけでもある程

度精査の目的は達せられる.すなわちSi02の多いド

ロマイトは鉄分もアルミナ分も多いという傾向が強い

からである.野外の露頭の試料はドロマイト中の

CaOが溶出する場合が考えられるので採掘した鉱石

よりも珪酸分やマグネシア分は多めに出る傾向があるの

で鉱床品位分布の判断には注意カミ大切である.われ

われの経験では地表から10数mの間ではこれより深部

の鉱石よりSiO｡,Mg0とも1%程度高いとみなしてよ

い場合カミ多い.

4)地下の品位分布

石灰石ドロマイトなど炭酸塩鉱床の開発計画は試

錐のコアか試掘坑の試料により地下の品位分布図を作

ってから初めて行たわれるべきである.

試錐コアは珪酸分など不純物の多い部分力糠取率が高

く純度の高い部分が採取率炉低い傾向があるのでコ

アの採取率80%以下の資料で全体を判断するのは危険

であることも忘れてはならない.

(4)採鉱

ドロマイトの採鉱は露天掘り坑内掘

りの両方が行なわれている.これは鉱

床規模鉱石の利用目的により決められ

ているが鉄鋼用耐火物に出荷する場合

には露天掘りか多いがガラス用に出荷

する場合は坑内掘りが多く採用されて

いる.

1)露天掘リ

1.露天傾斜掘り･…中小鉱山はこれが多い

2.露天階段掘り…･日鉄羽鶴鉱山

3.露天グロｰリｰホｰル…･磐城会沢鉱山

など

〃

�

2)坑内堀

1.坑内シュリンケｰジ･･

2.坑内グロｰリｰホｰル･

3.坑内サブレベル･……

･･春日鉱山など

…磐城会沢鉱山など

…犬叶鉱山など

露天採楓の長所は大規模の機械掘りができるので採掘

費が安いこと選鉱が容易なことさらに埋蔵量のうち

可採率が高いことなどである.短所としては表土カミ混

ると鉱石の品位か低下するし実収率が下がるため`はく

土'を行なわねばならない.これには'はく生費･と`ば

く土'した表土の処理場カミ必要であることはもちろんで

ある.またガラス用に出荷する場合などには水洗する

必要淋ある.次に東北北海道などでは冬期間の降雪

時作業不能のシｰズンがあることである.坑内採掘の

長所は表土の混入がないので鉱石以外の原因で品位

低下はないし表土の処理場も考えなくてよい.また

天候に関係なく作業カミできる点も特長である.

最も大きい長所としてはとくにサブレベル法では

先進する坑道の資料から前もって採掘する鉱石の品位を

予測することができ計画的な晶質管理を行ないながら

出鉱することカ主できるので安定した経営ができる.坑

内採掘の短所は採掘費が露天掘りにくらべて高くつくこ

とと予知しない石灰洞石灰洞堆積物地下水の湧出

征とで突然作業ができなくたるなど種々の鉱山保安上

管理カミむずかしくなることである.

(5)ド目マイト製品と鉱石

1)ド回マイト製品

ドロマイトの用途を大きく分類すると原石のままで

衣ま

利用するもの(生石)と熱処理して利用するものとに

分けて考えることができる.

･上剖三石塚琶励､

引L

眼孔砧碓

鶉奏引

箏孔

＼

庁I同

音沢石1叉々卜法{

着灰局砧甘石灰石楳掲宋旋回

へ｣

札11〃回■'■上'ルt"一･･一･岬｡}

＼■

尋躬舳洲

･下鞍照石附

伸〃クド

岨岬肺姐拮

蕪郷

↓

暁岬』眺

吉沢石灰大叶鉱山ドロマイト及び肩灰肩採掘系統図�
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I生石一すなわち熱処理しないで使用するもの

(1)製鋼用耐火材;ドロマイト全消費量の約30形をしめる

といわれているもので平炉電気炉などの炉床の

スタンプ材

(2)ガラス;板ガラスでは原料中約18%がドロマイトで

製品中のMgOは3.5～4.3形である

(3)陶磁器;滑石代用として素地や紬薬に使用するドロ

マイトを素地に5茄使ったものは白雲陶器という

(4)苦土炭カル肥料;原石を微粉砕したもので近年金肥

使用のため土しょう中にマグネシア分の欠乏する場

合が多くこれを補うため果樹タバコなどに利用

されている

(5)土建用材;

道路用バラスアスファルト舗装用混和材

皿隷処理して利用するもの

(6)軽焼(低熱処理)ドロマイト;ドロマイトを1200

～1300Tに軽焼しC02をぬいた白色多孔質のもの

で金属マグネシウム製造の際に使っている

(7)ドロマイトプラスタｰ;軽焼ドロマイト(一都生焼

の部分も含めて)を消化させた建材で従来の石灰

にくらべると`つのまた'などのり材が不要であ

り乾燥が早く工期が短いこと粘りがあって塗り

やすいので近年急速に発達した

(8)苦土石灰肥料;消化した軽焼ドロマイトでやはり土壌

中和肥料である

(9)ドロマイトクリンカｰ;ドロマイト全体の約40茄は

クリンカｰに使用されているドロマイトを

18000Cに死焼したものであるがドロマイト単味

では完全な死焼がむずかしいのと輸送中や貯蔵中

に消化したり炉内で使用する場合鉱サイに対して

耐食性が弱るので鉄粉などを混ぜて死焼して安定

化させているしかしこれでもまだ不じゅうぶ

んの場合もありドロマイトに蛇紋岩'ゾンカシラ

ン;岩などを混ぜて死焼させて作るより安定なクリン

カｰも開発されているドロマイトクリンカｰは

炉床のスタンプ材に使用するのとドロマイトレン

ガの材料に使用するのとあるが最近ではレンガ用

が70拍をしめている

2)用途別鉱層の規格

ドロマイト鉱山では採鉱と同時に破砕･節分の行なわ

れている場合が多い.露天採掘における粗鉱は普通数

回にわたる粉砕工程で付着表土をあるていど除くこと

ができるポｰ次クラッシャｰで生じ社5mm以下のも

のには相当量表土が混じるのでこの鉱石は捨てられ

ている場合が多v'.

鉱石のサイズは需要者側の要求によりいく分変動が

あるが普通次のように破砕｡節分けられてv･る.

(1)30～170mm;立窯でドロマイトプラスタｰを軽焼すると

きの原石のサイズで60～80皿mていどのものが量

的に多く使用されている

(2｣30～80mm;焼成して平炉および電気炉の炉床築造用に

使用する原石

(3)5～15m㎜;ドロマイトクリンカｰの原石平炉修理用

(4)4～17mm;回転窯で軽焼ドロマイトを造る場合の原石

のサイズ.

(5)5mm以下;電気炉用

(6)5mm以下の粉鉱;苦土炭酸肥料

(7)20～80メッシュ;板ガラス用

(8)200メッシュ前後;アスファルト混和材

次に鉱石の化学的規格としては次のとおりである

(1)製鉄製鋼用耐火物としての原料の場合にはM9018%以

上Si021%以下

(2)ガラス用としてはFe里O;;0.03弛以下がのぞましく結

晶質のものは微粉のロスが少なく粉砕性がよいので

好適とされている

(3)軽焼ドロマイトの原石で金属マグネシウム用のものは

M9019弘以上できるだけ高いものこれ以外の不

縞物はできるだけ少ないものというきぴしい規格が

ある

(4〕軽焼ドロマイトでドロマイトプラスタｰに使用する原石

はM9016茄以上あればよいとされているがた

だMn荏とごく徴量の成分でも白色度を低下させ

るものは絶対少なくてはいけない

(5〕ドロマイトクリンカｰ用の原石はM9018%以上でSi02

1%以下ただし結晶の大きさはO.1～0.5前後で

1m㎜をこえるものは焼きしまりが悪いので好まれ

ないまた結晶の大きさが一定していて大小のばら

つきのないことも製品の成績に影響しているとい

われている

(6)ド貝マイト資源と鉱山現況

I北海道のド回マイト資源

北海道のドロマイト鉱床の分布ははっきりわかって

いるものは道南に限られていてその他の地方ではまだ

報告がない.道南のドロマイトの産地は3カ所に大別

され1)檎山郡江差町2)松前郡江良町3)上磯郡上磯町

などを中心とした地域である.このほかにも23カ

所に分布している情報カミあるがこれらの地域のように

まとまっているかどうか確かめられていない.これら

遣南のドロマイト鉱床を地質学的に分類して見ると第

三紀層に属するものと従来古生層(最近は中生層との説

もある)�
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北海道道南ドロマイト鉱床位置図

といわれていた先第三紀層に属するものとがある.道

南のドロマイトの利用という点では先第三系のものの

中には高品位のものがあり内地産のものと同様じゅう

ぶん利用価値が高いものもあるカミそのほかのものは珪

質あるいは粘土質のものカ茎多くこのままでは利用は

むずかしいものである.

1.第三系のドロマイト

江差町を中心に南北に長い分布を示しているが鉱床

自身の層厚はそれほど大きいものはなくせい晋い1O～

20㎜ていどである.鉱石は一般に黄褐色～灰褐色で綴

密質のものが普通であるカ玉まれには非常に多孔質のも

のもある.結晶の大きさは細粒質であって色･組

織･結晶など古生層のドロマイトと明瞭に異なった特長

をもっている.鉱石の化学成分には非常に不純物の多

いのが目立っているがこの不純物は基質のドロマイト

中に多くの砂や礫をともたっているためで今後精査し

てこの砂礫のたい部分で相当まとまったものが見つか

ればドロマイト自身のMgOの含有量は決して低くな

v'ので利用価値があるだろう.しかし現状のものは

耐火物としては利用でき狂い.

これまでに判明している産地は江差町北方の乙部村

竹森から南は上ノ国村寅ノ沢までの間に数カ所ある.

この鉱床の層位は中新生に対比され大洞層とよばれて

いる.

2.先第三系のドロマイト

北から江差町南方の上ノ国村桂岡･トマップ沢地区

江差一松前閥の日本海岸の江良地区と函館西方の上磯地

区である.桂岡江良地区のドロマイト鉱床は輝緑

凝灰岩チャｰトなどの中に見られる単独鉱床で上磯

地区は石灰石にともなう鉱床である.鉱石は灰色～灰

窮5表北湖道江差付近の第三系ドロマイト分析表

(37.12.地調藤貫･阿部)
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〔注〕ユｰ5.愉山郡江差町脚■1地区

678:江差駅付近

910=着[差回丁五胡券弓F川I書合岸

111213:上ノ国村寅ノ沢

1415:爾郡乙部村竹繰{24コ中からえらんだ)

第6表北海道道南地方第三系ドロマイト分析表

(37.12.地調藤貫･阿部)

成分��������

試料�CoO%�Mψ%�F6101%�^1,0､%�PiO,%�○帥1.舳一･毘�COl%�M■O%

1�33.66�15.79�o.o拮�1,OO�一.272�4.30�42､畳8�･

2�31.23�17.37�O.63�O.19�O.042�O.83�42.76�一

3�呂1.16�18.16�O.74�O.36�O.084�5j52�蝸.59�一

4�31.10�17.23�O.ヨ1�O.18�O.011�'7.55�42.51�一

5�32.02�17.56�1.43�O.69�一〇.051�4.32�43.56�あり

6�29.92�17.32�1.73�O.86.�0.065�8.55�41.72�あリ

7�32,28�17.OO�1.舶�1.21�O,068�3.92�43.15�あ｡

竃�ヨI.62�17.OO�1.07�O.80�O.051�5.19�蝸.33�一

9�35.OO�17.周7�O.25�O.03�O.017�O.18�46.?6�一

10�32.合3�19.55�o.12�o.03�O.O工7�O.1ヨ�47.10�i

11�32.68�18.30�O.24�O,05�O.018�2.9ヨ�蝸.62�i

12�33.55�17.99�O.一9�O.O箇�O.022�1.93�45.97�一

13�32.68�19.里3�O.27�o.o崎�O.053�o.90�46.64�'

M�32.97�19.I3�O.19�O.05�O.024�0.72�46.75�口

1写�31.96�19.13�O,33�0.09�O.050�1.67�鮎､96�'

〔注〕1-4:楡山郡上ノ国補栓岡

5一冒:松棚芒[良田丁

9-12:_ヒ搬衙固｣ヒ唾壇画∫ガロの沢

13-i5:'上蔵郡上熾町茂辺地平和鉱業茂辺地鉱山.(38･=1中からえらんだ)

青色あるいは淡褐色紙密質で非常に堅いのカミ特長で

ある.品位は上磯地区以外のものは不純物カミ多い.

この理由として1)ドロマイトと輝緑凝灰岩薄層とが

互層していること.2)細粒の砂をともなっているこ

となどカ茎考えられるカミ上磯同様珪酸分の少ない良質の

ものカミ発見される可能性はじゅうぶんある.現在北海

道におけるドロマイトの稼行鉱山で唯一の茂辺地鉱山は

これに属している.先第三系の鉱床は第三系のものと

くらべて層厚が厚く分布も広いので有望鉱床の期待が

大きいものであるが上磯地区などのように非常に厚い

第三系や第四系におおわれているため発見がむずかし

いと同時に開発を困難にしている.

1I東北地方のド回マイト資源

東北地方のドロマイト産地は2力所あって1)北上

山地北部の岩手県宮古市西方2)腎森県深浦地区である.

宮古地区のドロマイト鉱床は古生層に属しているが

深浦の忠のは北海道江差地区同様第三紀層のものであ

る.深浦地区についてはまだじゅうぶん調査が進んで

いないカ;これまでの同種のタイプのものの便向から純

度の高いドロマイトカ茎発見される期待は薄いと思われる.�
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宮古地区ド河マイト鉱床地質図

1.岩手県宮古地区のドロマイト(五十嵐俊雄による)

古生層のドロマイト鉱床として北上山地で知られてい

るのは宮古地区だけである.鉱床のタイプはチャｰト

粘板岩中に賦存している単独鉱床である.またこの地

区の古生層は宮古花開閃緑岩の迷入で熱変成作用を受け

ドロマイトは糖状結晶質に再結晶し鉱床中には珪化を

受けた部分やスカノレン鉱物をともなう部分が見られる.

古生層の一般走向はN1O～30.W傾斜は30～45.W

で石灰石･ドロマイトは層厚10～数10mで走向方向

の延長は明瞭ではないカミレンズ状をしているものと思

われる.その分布地域は数10kmにわたっているが単

一鉱床で大規模のものはまだ発見されていない.鉱

石の品位はM9016-20Si020.2-9.Oであって品

位のばらつきが員立っている.とくに耐火物として利

用する場合に最も嫌われる珪酸含有量の高いものカ…ある

ので量産は問題ポあるといわれている.

2.宮古地区の鉱康･鉱山

ドロマイト鉱床は宮古市の西方約6.5km付近にあ

る宮古市根市第二門神両鉱山を中心としてそのほぼ

南北延長地区に鉱床が賦存している.

&.根市鉱床

現在根市鉱山か稼行中である.宮古市根市地区にあ

り閉伊川北岸に位置している.山岡線千徳駅の西方約

3km徒歩40分を要する.宮古一盛岡を結ぶ国道に

面し交通の便カ三よく鉱石はトラックで千徳駅まで運搬し

ている.根市鉱床は東縁部は花闇閃緑岩と北縁部は

断層で粘板岩と接していて分布は現在の根市鉱山採掘

場のみに限られる.現在第一(東部)第二(西部)

の2カ所に採掘場カミあり月産約1,000トン出鉱している

が可採鉱量は少ないので新鉱床の探査が愚かれている.

b.第二門神鉱床

第二門神鉱山により稼行されている.宮古市根城に

あり閉伊川の南岸で北岸根市地区と川をはさんで対時し

ている｡千徳駅から徒歩約1時間を要し鉱石は同駅

までトラックにより運搬している.母岩の古生層は見

掛け上の下部から黒雲母ホルンフエノレスドロマイト

チャｰトの順に重なっていていずれも近接している花

開岩体の熱変成作用を受けている.現在ドロマイト鉱

床で採掘されているのはこの鉱床の北端部である.鉱

床の走向はN20.W傾斜20-30.Wで厚さ約20mで

あって南方約500mまでは露頭が点在している.鉱

石は一般に糖状結晶質でやや珪酸分が高く多種のス

カルン鉱物や磁鉄鉱をレンズ状ないし球状に含有するた

め品位分布カミ不均質で選鉱を行たっている.また採

掘場では小規模な断層カミ見られこの断層付近の鉱石は

石灰質となりMg0の含有量が低下する傾向にある.

6.根城鉱床

根城鉱山により稼行されている.第二門神鉱山と同

1鉱区内にあり現採掘場から西方約500mの地点に位

置している.根城鉱山はもともと鉄鉱を主目的として

採掘されたヤマでドロマイト鉱床はこの鉄鉱母岩のう

ち不純物の少ない部分を対象に開鉱され走向延長200

m平均層厚約20mである.

5.宮古地区ドロマイト鉱石の品位

本地域の代表的なドロマイト鉱石の分析結果は次の通

りである.

第7表宮古産ドロマイト化学分析表

鉱山名�CaO%�MgO%�SiO｡%�1g.1oss%

第2門神�33.27�17.84�1.33�45.78

〃�34.78�16.31�1.83�45.55

�㌴���������㈰

〃�36.23�15.87�O.92�45.78

�㌴�〉��〉�㈲��〵

〃�34.85�16.33�2.33�45.27

根市�29.97�19.24�4.55�44.89

〃�32.17�17.71�2.35�45.04

"�33.55�18.雀9�0.40�46.81

"�35.06�16.9阜�O.31�46.36

〃�34.17�17.89�0.24�46.69

〃�鼻1.90�19.23�1.32�46.11

�㌱��㈰��������

〃�30.39�20,37�1.54�46.23

〃�28.80�18.29�9.11�42.80

一根城�33.27�18.04�0.49�46.10

"�32.04�19.34�1.ユ4�46.43

〃�34.65�17.37�0.08�46.22

���
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皿.関東地方のド回マイト資源

1.葛生のドロマイト鉱床

関東地方のドロマイト産地としては栃木県葛生の名

カミ全国的に有名である.葛生ドロマイトと一口にいわ

れているけれども産地を大別すれば安蘇郡葛生町地区

と栃木市鍋山町地区とに分けられるカミここではすべて

“葛生"と総称することにした.葛生のドロマイトは

二畳系の石灰石中に賦存する代表的な層状鉱床であって

この石灰質鉱床からなる地層は層位学上は足尾山地南部

の秩父古生層のうち鍋山層と命名されているものである.

鍋山層/嵐鴛τ1㌶農:1二鵬

1下部石灰石(ネズ)厚さ｡｡一､｡｡｡

(注)ネズハクの名は肩灰にした時の製品が灰色白色にな

ることから原料の石灰石につけられたものである

鍋山層の分布は南縁は佐野市出流原町から葛生町会

沢をへて鍋山町三峰山さらに出流大釜などから因沼

町白岩まで馬テイ型に分布している.鍋山層を構成し

ている石灰質3層は層厚の変化はあるカミ上記各地にわ

たり連続分布している.鍋山層の層厚は葛生町会沢か

ら鍋山･羽鶴･出流地区カミ最も厚くなりこれ以外の地

区では分布の両縁に向かって次第に薄くなっている.

これを堆積学的に見ると

第8表栃木県葛生産肩灰石(ハ7)ド回マイト分析表

模式地である葛生町会沢

のもので全国的に見ても高品位といえる.このドロ

マイトはおもに製鉄･製鋼用の耐火物として生産されて

いるカミこの理由としてMgOの含有量カミ多く不純物

カミ少ないことのほかに結晶が少荏く0.1～0.5mmという

細粒質でドロマイトクリンカｰに焼成した場合焼き

しまりカミよいと･いう特長カミあることは見のカミせない.

模式地以外のドロマイトでも非常に高品位のものが各地

に見られるが丁般的にはMgOの含有量カミ低くやや石

灰質になる傾向カミ強くM9016～17%でおもにドロマ

イトプラスタｰの原料となっている.ネズは粘土分

の多い石灰石でほかの2層が無層理塊状であるのに反

して層理を示している.また部分的にはドロマイト

と石灰石の中間の化学成分のものやチャｰトノヂユｰ

ノレ恋とを伴っていて現在では土建用バラスとして採掘

されているものである.資源的に見ると石灰石3層の

うちではネスカミ最も多量に賦存しているので将来に

備えてネズの利用を慎重に研究すべきである.ハク

は肉眼的に見ると灰白色のものが多くCa054～55%の

純度の高い石灰石である.資源的には最も少放く葛

生地方からハクが姿を消す目もそんなに遠くはないとさ

えいわれてる､その年め現在三峰山などの開発にはあ

らゆる機関カミ協力して努力すべきであらう.

2.葛生地方の鉱山現況の概要

葛生のドロマイトの生産は全国の9割を占めているの

一銅山町三峰山では石

灰質3層は地層も厚く区

別も明瞭であるがそれ

以外の地区では3層の

区別が不明瞭になるばか

りでなく

1)全体的に地層が薄

くなり

2)とくにハク･ドロ

が急激に厚さを滅じ

3)3層ともネズの性

質を帯びてくる

4)ドロマイトはMg0

の合有量が低くなり

SiO男など不純物が増

加し品位は低下する

のである.

いわゆる模式地のドロ

マイトはMg0の含有量

18～20%Si021%以下

※�%�%�%�%�%�%�%�%�%�

�C邑O�MgO�Fe雪O｡�A1203�P筥05�I.M.�SiO｡�C02�S�分析者

大叶�55.37�0,14�O.14�O.15�'�一�0.29�43.45�i�吉沢石灰

〃�55.10�0.62�0.12�O.10�^�一�0.46�43.27�』�''

唐沢�55.20�0.62�O.09�O.09�O.01�一�O.36�43.60�0.OI�磐城セメント

������������������������

大釜�55.45�1.06�0.03�O.01�0.011�0.13�一�43.89�一�地調加藤

''�55.54�O.19�0.03�O.03�O.011�0.21�一�43.80�一�地調加藤

大叶�33.82�18.68�O,10�O.09�i�一�0.21�46.92�･�吉沢石灰

"�34,00�18.73�O.08�O,12�i�一�0.40�46.68�i'�"

麿沢�34.29�18.58�0.10�O.16�0.02�一�O.16�46.60�O.02�磐城セメント

"�33.70�18.90�0.18�0･.02�O.03�一�O,02�47.08�O.01�"

出流�30.76�21.01､�O.13�O.07�O.054�0.38�一�47.O?�一�地調加藤

"�31.27�20.45�0.43�O.38�01101�1.08�一�46.86�i�"

三峰山�32.76�18.75�O.23�O.07�0.031�1.29�一�46.18�}�"

''�31.50�20,07�O.25�O.15�0.054�O.80�一�46.63�一�"

�㌳����〉�〴����〴���������

''�33.62�18.85�O.03�O.08�O.038�0.10�･�46,95�`�''

''�31.73�20.OO�O.20�0.15�0.044�0.95�一�46.73�一�"

大釜�32.96�19.18�O.03�0.03�O.033�一�O.97�一�一�地調磯野､阿部

〃�33.18�19.18�O.02�O.04�O.035�■�O.32�一�i�〃

戸叶山�33.32�19.08�0.04�0.02�0.011�一�O.29�一�一�"

〃�33.75�19,01�0.02�O.00�0.024�一�O.01�一�一�･"

"�33.35�18.84�O.15�O.01�O.021�一�O.74�`�^�〃

氷室�ε4.OO�18.30�0.15�0.06�O.485�■�O.25�一�一�"

"�32.40�18.45�O.27�0.03�O.047�■�3.17�i�一�㍗

大鳥屋山�35.17�17.33�O.06�O.03･�O.010�･�O.63�一�一�〃

〃�33,94�17.83�O.17�O.06�O.O03�一�1.55�一�■�〃

白岩�34.05一�18.47�O.07�O.05�O.253�,�O.22�一�一�"

"�34.90�16,77�O.一0�O.05�1.260�一�1.22�一�一�"

〔注〕以上の分析値は各地区を代表すると思われる野外露頭のサンプルの分析結果であって現在採掘中のも

のと若干値の違うものもあるこれらは約300箇の中か.らえらんたまた羽鶴･大叶･磐城会沢の3大.

鉱山の鉱石はいずれもM9018}20%の高岳位のものであるのでここでは省略した�
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でこの地方の現況すなわち全国の鉱山の概況と見倣す

ことは間違いではない.ただし葛生地方は古く徳川

時代から下野灰の生産地として発展した所であるためか

ほとんどすべての鉱山は焼成工場と1組になった企業形

態をとっている.したカ室ってクリンカｰやプラスタ

ｰなどの製品として出荷する場合カミ多く鉱石売鉱のみ

の鉱山は日鉄鉱業の2山だけで売鉱だけして焼成しな

いのカミ普通である他の地方にくらべて大きく相違する点

といえよう･葛生地方の石灰の生産の歴史は徳川時代

にさかのぼっているが明治年間に創業したものカミ4割

近くもありドロマイトについては昭和に入ってから急

に増加して現在にv･たっている.

1.経営の規模

従業員数は約半分が50人以下の小企業で100人以上は

7社である.日鉄鉱業以外は焼成部門を含んでいて採

鉱部門は全体のコ/3程度の人員構成になっている.

資本金は500～1,000万円が11社で最も多くついで100

～500万円が8社5千万円以上局茎5社100万円以下が

2社となっていて大中小あらゆる企業が共存している.

2.採鉱法

ほとんどすべての鉱山は露天掘りを行なっている.

坑内掘りだけで全然露天掘りを行なっていないのは1鉱

山だけで露天掘りと坑内掘りを併用している鉱山カ主7

つある.

要壱大釜

亘宍戸叶州山

1〃か箏銘

郁榊羽!

*村田源蜻2欄禽

開山

栃木市

囲政躯i

岡囲

甲源揃

政腕

睦

択富沢

犬叶棚余沢

＼莫墨鍬

夫町会界日鉄会沢

牛ケ沢

ノ会沢

山論

.日奥築地

萬生町

関東築地

�

�

駒形合名

��

二慧)騨

溜倉本

宮囲赤見

､

舟

戯山θ

�

却

位置図

/へ､

∵㍗嚇

��

葛生地区鍋山綴(肩灰石･ドロマイト)の分布と鉱山位置図

麗天掘:ほとんどが露天傾斜採掘で階段掘り4グ

ロｰリｰホｰル7がふくまれている.

坑内堀:内訳は残柱式5サブレベル法2坑内グロ

ｰリｰ法1で晶質管理の難しいドロマイトの採掘につ

いてはサブレベル法は品質管理カ茎ほかにくらべて容易で

ある.露天掘りの場合でもグロｰリｰホｰルが少ない

のは①黒石の採掘が多いこと②表土の付着による品

質低下を除くためであるが日鉄羽鶴鉱山のようにわが国

で代表的な階段掘り鉱山もあり条件が満足すれば露天

掘りが保安管理のほか採掘費がやすいので将来増加する

だろう.

3.生産鐙

a.ドロマイト

年産10万トン以下の鉱山カミ約50%ありこれらはすべ

て焼成工場と一緒にたっていてドロマイトプラスタｰ

を製造している.鉄鋼用耐火材を生産しているドロ

マイト鉱山はいずれも20万トン以上の生産を示している.

1)吉沢大叶鉱山60万トン(プラスタｰも含む)

2)日鉄羽鶴鉱山44万トン(窯業用も含む)

3)1磐城化工会沢鉱山24万トン(プラスタｰも含む)

4)田沢大釜鉱山3.7万トン(ドロマイトクリンカｰ)

5)菱苦土大釜鉱山2.5万トン(〃)

b.石灰石

石灰石の採掘を専業としている代表は磐城セメント唐

沢鉱山で吉沢大叶鉱山は石灰石とドロマイトの両方を

採掘している代表である.

�

㈩

㌩

�

�

�

�

�

�

��

��

��

��

��

�

磐城セメント唐沢鉱山石灰眉専業

村軽石灰会沢鉱山石灰石(生産鐘など鉱山現況参照)

宮田石灰常盤鉱山〃

清水石灰野上鉱山〃

吉沢巧灰犬叶鉱山石灰石

1ヨ鉄鉱業会釈鉱山〃

磐城化工会沢鉱山〃

岡田石灰鍋山鉱山

田源肩灰第一第二鉱山〃

田政瞳業田政鉱山〃

横倉石灰横合肩灰鉱山〃

木村石灰木村石灰鉱山〃

三栄瞳業氷室鉱山〃

万五醸業自岩鉱山〃

採石

ドロマイト

〃

〃'

〃

〃

〃

〃

〃

〃

本地域のネズ石灰石は不純物の多い石灰石のため現在

は採石が最適とされている.このほか1)資源的に

は多量のハク石灰石が賦存していること2)比較的鉄道沿

線など搬出に便利な場所に鉱床が分布していて立地条件が

良いこと3)関東地方の砕石需要が急増していること

などの理由から砕石専業鉱山か活況を呈している.枠�
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石専業鉱山は次の通りである.

1)東京石灰工業東京石灰鉱山

2)山野井砕石工業山野井鉱山

3)駒形石灰岩淵鉱山

4)安蘇石灰工業安蘇鉱山

5)犬塩建材工業大塩鉱山

6)三好瞳業戸室鉱山

28万トン

23万トン

17万トン

9.6万トン

8.4万トン

4.7万トン

このほか石灰石ドロマイト鉱山から生産される砕石

については次のものカミある.

7)駒形石灰犬釜鉱山

8)吉沢石灰犬叶鉱山

その他省略

3.6万トン(37年度予想)

1.8万トン

駒形石灰大釜鉱山では良質ドロマイトも1部砕石用に

販売されている.

4.鉱石

地質鉱床ならびビ鉱石の品位については別項を参照

されたい.採掘された粗鉱から各種粒度の物に分級

した場合の精鉱率は次の通りである.

1)肩灰石ドロマイトの黒石の場合O.78～0.93で平均

すると0.8%ただし露天掘より坑内掘の方が精鉱率が

高く0.88～O.93%になっている

2)石灰石とドロマイトを比較するとドロマイトの方が眉灰

肩より0.7～1.O%精鉱率が低いのが普通である

3)精鉱率の量も高いのは砕石で平均O.9%次いで小規模;

に石灰万黒石を生産する場合坑内堀石灰石がほぼ同様

の比率をしめしている

4)露天掘の場合の剥土費は大鉱山の例では1m冊(÷1.7ト

ン)140川150円位で可採鉱量当り直接費の最低0.3%程

度をしめるただし地質条件によりこの数倍以上の剥土

費の壕所もあり一定した数字は出せない

5)各種焼成物は製品1トンに要する原石はほぼ2トン

である

5.鉱石および製品の価格

これらの価格は37年3月現在のもので原則として鉱

山工場渡しの売鉱トン当り値段で自家用価格は省略し

てある.

1.石灰石および石灰石製品

a)石灰窯用石灰石380～400円

b)セメント用石灰石400円

叢黒ヤミ(粘土混り)/1･･円以上

C)生灰石

�

⑧工業用製鋼用化学用土眉灰4,000～5,000円

⑤農業用4,000円以下

d)消石灰

⑧建築用特級シックイ5,000円

〃並シックイ4,000円以下

⑮肥料用消肩灰1,000～2,000円

2.ドロマイトおよびドロマイト製品

1)焼成物

⑨1一一/1プ1スタｰ1‡婁駕::;鴛二;:鵬

上塗と下塗では平均800～1,OOO円の開きがある

⑮苦土肩灰肥料平均2,000円

◎ドロマイトクリンカｰ約1万円

⑥軽焼ドロマイト約1万円

2)生石ド回マイト鉱石(サイズは現状の項参照)

@耐火物(スタンプ材を代表にして)周700～800円

⑮ガラス周800～1,000円以上

◎クリンカｰ周500～700円

⑥5.3mm細粒耐火物用500～1,000円

◎一3mm以下の粉鉱50～300円

3)砕二石(サイズは現況の項参照)

1号2号500円

3号～6号300～350円平均420円

3.葛生地区の鉱山現況

現状の記述については南方の佐野市から順に北へと述

べることにし同一地区内では鉱区番号順に行なうこと

にした.また資源的には大部分の地区はドロマイト鉱

床の下部にネズ石灰石上部にハク石灰石が賦存してv･

るため石灰石･ドロマイトの両者を生産している場合

がしばしば見られるため両方の稼行現況を記すことに

した.また採鉱と同時に破砕あるいは焼成を行なって

いる会社が多いので製造関係にもふれることにした.

なおこの資料は昭和37年3月に閏き取り調査法によって

行柱った36年度のものである.記述項目は簡単にす

るため番号で表わすカミ内容は次の通りである.

�

㈩

㌩

�

�

�

�

鉱山の鉱区番号所在地鉱業権者名住所

資本金

鉱山の沼革

従業員

採鉱法

採鉱機械

鉱石運搬鉱山→破砕工場

鉱石運搬破砕工場→焼成工場

8)破砕機械飾別選別機械

9)破砕工程選別種類

10)焼成設備

11)生産実験

12)製品

13)原宿および製品の販売関係

1.片柳鉱山

1)栃採198栃木県佐野市串流原70片柳石灰工業K.K.

300万円�
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㈩

㌩

�

�

竜)

�

��

��

��

明治19年片柳富作関鉱昭和24年片柳克己となりそ

の後ドロマイトプラスタｰ製造開始

採鉱17事務6焼成7製灰6運搬2

露天傾斜掘

コンプレッサｰ15正,30旺各1クラッシャｰ1

チュｰブミル4

7)50皿パワｰショベル1251P1ダンプ三輪2トン2

クラッシャｰ2

立窯12トン/目22トンノ目1

最近1年原石約25,000トン製品プラスタｰ1,000

トン/月炭酸苦土肥料50トン/月

化学成分

原稿

製品A

〃B

…一

㈬�

��

��

･1一･1･晦･ll

��

��

1.脳

…1

㌵��

���

���

M･･1

18.ユ2

㈲��

㈰��

C0｡

2.78(上塗用)

2,72(下〃)

製品はタカ印プラスタｰといわれ25kg袋入で出荷肥料は1袋20kg

13)プラスタｰはおもに東京方面肥料は中京地区

㈮

�

㈩

㌩

�

�

�

�

宮国赤見鉱山

栃採199佐野市出流原町1104宮田万灰K.K.600万

円鉱業権者住所東京都中央区日本橋室町2の1

明治20年代より石灰製造明治29年和田源八その後4代

の経営を経て昭和26年6月宮田万灰K.K.となる

現在ドロマイトプラスタｰを製造中

採鉱8事務3焼成5製灰3運輸3雑3

露天傾斜掘

コンプレッサｰ15IP1ドリル足尾25D118D1

7)自動向走式軽索道85.3m

干割30～170mm

プラスタｰ製造工程

1軽焼ドロマイト1(900～1,000Tで半焼成)

↓

1注4雌1(自動)

↓

I甲(タンクにて24時間)

1羅タンク1

て

匿一ルミル1(微粉砕約180メツ!ユ)

↓

1笹壬麺璽(風車による選別)

斗

歴量袋劃(25kg入)

10)立窯9トンノ目17トンノ日1いずれも自然通風

11)最近1年間原石6,549トンプラスタｰ4,564トン

(他社より購入物も1部合む)

12)製品の化学成分はA(上)B(下)第一プラスタｰ

�

�

M･･1

㈴��

㈲��

…1

���

���

恥･ll

��

��

卩�

��

��

原石のM9015～18%

5.荻野磯山鉱山

1)栃採200栃木県佐野市出流原町1102荻野高次

㈩

㌩

�

�

�

��

��

��

�

�

㈩

㌩

�

�

�

�

明治20年代より肥料用肩灰を製造し島国清次郎荻野

和蔵を経て荻野高次の経営となる

採鉱関係5焼成関係4

霞天傾斜掘

コンプレッサｰ15王P1ドリル2クラッシャｰ1

7)手押トロッコ100m

立窯8トン/目1

生肩灰焼石灰の生産は合せて1,O00トン/年

野州95生石灰野州70消肩灰大和印20苦土消石灰

永島鉱山

栃採201栃木県佐野市出流原町1王08永島石灰瞳業

K.K.150万円

明治38年開鉱昭和6年永島石灰工業所となり昭和27

年より現在の社名となる

採鉱12焼成8製灰･運輸8事務5

露天傾斜掘

コンプレッサｰ40R1ドリル足尾2123回3123

クラッシャｰ30IP6#

7)ベルトコンベア70㎜

ト1コンメルトン

9)1司1

↓

1至二1#クラツンヤヨ100m血以下

↓

1重レトコンヘア1

↓

1臣/萎苛怜土建用

10)立窯10トンノ日4

11)最近1年の原石生産は粗鉱18,000トン精鉱12,400ドン

ドロ叩イトプラスタｰの生産約700トンその他肥料

13)販売先関西･北陸50%東京30%東北20%

�

�

㈩

㌩

�

��

��

�

�

㈩

㌩

�

�

��

��

��

�

�

㈩

須永石灰工業所

栃木県佐野市出流原町102

大正8年より創業

製造8事務2

ボ}ルミル1タンク1

立窯2

最近1カ年原石1,500トン製品アスフフルト用石粉お

よびタンカル合計1,800トン

山口エ業三好鉱山

栃木県安蘇郡田沼町戸室山口新三300万円

昭和5年から稼行

採鉱3製灰5事務2運輸2

露天傾斜掘

コンプレッサｰ1ドリル2ボｰルミル1

立窯270トン!月1

最近1年原石生産1,500トン製品肥料用石灰･炭酸

苦土合計750トン

販売は主として眉灰組合扱い

三好砿業K.K.戸窒鉱山

栃採364365栃木県安蘇郡田沼町戸窒1016三好瞳

業K.K.750万円

明治20年代に山口氏が肥料用消石灰の製造を始めたそ

の後明治30年から昭和8年まで参沼氏昭和16年から18

年まで駒形石灰昭和18年から20年まで目立製作所用肩�
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反製造昭和21年駒形石灰と出荷契約を結びその後最

近採石を主としている

3)採鉱4運搬2～5機械関係5運輸4雑6

4)露天傾斜掘

5)コンプレッサｰ50田1ドリル1クラッシャｰ2

バイブレｰタｰ4

6)手押トロッコおよびダンプトラック2トン16トン1

トラックタ,ショベル2

11)原石生産は過去10ヵ月47,500トン製品のサイズと内

訳は次の通り

�

�

㈩

㌩

�

�

�

��

��

��

�

�

㈩

㌩

�

�

�

�

��

1号※80～60m㎜

2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

60〃40〃

40-50〃

30～20〃

20～10〃

10}5〃

5～2.5〃

2.0以下

(タ㌧スト)2.5

13%※採石短絡

㈲─

�─

�─

14.5形

�

7.5形

�

�

有限会社安蘇石灰工業所安蘇鉱山

栃木県安蘇郡葛生町山菅3491清水耕作7,500万円

駒形石灰の開発によるが昭和21年6月から安蘇石灰の

経営となる現在苦土石灰を製造中

採鉱事務合計16

露天傾斜堀

コンプレッサｰ15R1ドリル2

7)50mの間手押トロッコ

立窯600トン/月2

最近1年間の原石生産7,200トン肥料用苦土石灰3,600

トン

原肩の品位はCa045～55形M9016川18%

東京石灰鉱山

栃採114栃木県安蘇郡葛生町山菅3518窮地登

昭和16年東武鉄道が開発し石灰石砕石を生産昭和22年

東京石灰工業K.K.となり現在砕石を主としている

採鉱30運搬10砕肩4事務6その他5～20

露天傾斜掘

コンプレッサｰ50盟215R1ドリル9クラッシャ

ｰ.6

400mダンプトラック7パフ□シ遡ベル115田2

グラッシングは1～3次にわたりト四ンメル7バイブ

レｰタｰ31,500トン/目の能力をもつプラント

最近1年の原石生産は28万トン製品の内訳は次の癩り

である

1号

2号

3号

4号

5号

6号

7号

42,606トン

47,768〃

13,542〃

28,731■

23量925〃

18.3蝸〃

至3,33毒ダ

ミックス螂茗鑓凄ダ

13)販売先は主として北関東地方

粉榊40mm32,118トン

ダスト五1,610〃

土混り

10.山野井鉱山

1)栃採353栃木県安蘇郡葛生町山菅3613山野丼砕石工

業K.K.1,000万円

㈩

㌩

�

�

�

昭和17年から砕石鉱山として創業現在にいたる

採鉱18事務1三選鉱6運輸10工作8雑役13

露天傾斜掘

コンプレッサｰ50IP1ドリル5クラッシャｰシング

ルドックル1インパクト1

200mダンプトラック5トン16トン2パワｰショ

ベル1

11)原羽生産最近1年239,000トン砕石の内訳は次の通り

1号34,032トン6号5,759トン

2号53,垂95〃7号4,714〃

3号16,797〃ダスト7,740〃

4号23,959〃ミックス残量

5号8,915〃

13)千葉県約60形でトラックで直送東京関係約40%で東武

鉄道で輸送

��

�

㈩

㌩

�

�

�

��

��

��

��

�

婁)

駒形石灰岩淵鉱山

栃採223栃木県安蘇郡葛生町4201駒形石灰工業K.K.

300万円

明治26年創業し昭和25年から現在の社名となる当鉱山

は主として砕石を製造しているが葛生町の他の自社鉱

山からドロマイト原石を運搬して併設工場でプラスタｰ

の製造を同時に行なっている

採鉱34製灰･運輸合計41事務14

露天傾斜掘

コンプレッサｰ50IP2ドリル6クラッシャｰ2

50mダンプトラック2ダンプ三輪2パワｰショベ

ル1トラックタ1ショベル2

50トンノ目立窯5

原石生産量17万トン･･最近1年砕万の内訳は次の通

りである

1号40形2号30形

3〃15%4～7号15弛

焼成工場におけるドロマイトプラスタｰ(キングプラス

タｰの商標)年産約1万トンにのぼる

砕石の販路は茨城千葉東京方面にわたり鉄道50弟ト

ラック50形で輸送している

大叶鉱山

栃採188栃木県安蘇郡篇全町葛生吉沢石灰工業K.K.

餐､000万円鉱業権者住所東京都千代田区丸ノ内1の2

明治竃隼初代書沢兵左鼠が葛生町の片山に石灰窯を築い

て生産財売な鰯始し曹深石灰所として発展した､そ

の後回黛3牢に現在の大峠山の麓に窯を築いて石灰の生産

勢始めた､大正2年買本鋼管理夏川騎製鋼所が建設さ

扱るを嗣時に石灰肩を納入したが鉱石中にMg0脇

以上のものがあることから大正4年蝸沖マイト鉱床

が確認された､吉沢氏は広く篇生全地区にを踏査して

沖叩イド鉱床を発見したが運搬の便を考え下築地か

ら採掘をはじめ日本鋼管へ供給した中大正留年に東武

鉄道の引込線が会沢まで敷設されて発展の機会を僑た｡

鰯榔警年賞本鋼管は吉沢氏と協力して日本けマイトエ

繋器汲々虜位クリンカｰの製造をはじめまた昭和

玉砕には畜湶局灰工業所を株式会杜に改め日本鋼管の子

会社とした主戦後は一時生産は低下したが次第に需要�
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㌩

�

�

�

�

は増加し最近は年産60万トンの鉱石を

生産し文字通りわが国第1の鉱山とな

り同社のグルｰプはあらゆるドロマ

イト製品を生産するにいたっている

採鉱234製造･工務･運輸･事務関

係521

露天傾斜掘1坑内サブレベル8

コンプレッサｰ300里2100班375

正1クロ}ダ□ドリル1ロｰダ}

700D1,LH15コンベアロ}ダｰ1

スクレｰパr100王P1501P330呼ドロマィ

1エンドレス50H,1

最大1250㎜エンドレスフィンガｰゲｰト自動積込

隣接工場へはベルトコンベア宮本工場へはダンプ

トラックによる

化学成分�lg.los5�Si0｡�A]｡O｡�Fe.O｡�Ca0�MgO�S�P

%�0.5～0.7�O.6-1.2�0.8{1.2�4.0-5.3�5宴.O-62.5�30.O-32.O�tr�o.α;

粒度�く1㎜�1-3㎜�3-5㎜�5-7㎜�?一m㎜�lO-15㎜�<1肪m�

%�(粒度は使用者の希望によリ配合する)�������

��粒度別水中煮沸3時間後の崩壊O,6㎜線上残留最������

耐消化性%�ユ5}10I㎞82.5�1ト5㎜'88.3���5㎜〉86.2���

耐火度��S,K,42以上(2000'C)������

鉱棒浸食状鯉�浸食極微弱�������

9)吉沢石灰工業K.K.大叶鉱山は同社ならびに同系の会社

へ石灰石･ドロマイト原石を供給していて次のような系

統になっている

べ芸∵{1業1

�

(立窯)の製造

2.生;石灰(立窯)の製造

3､消肩灰の製造

犬叶鉱山では上記のような非常に多方面にわたる使用目

的のため破砕節分は次のような工程で行なわれている

撒梱㍑1･二11三}一㌘仙;1言111111王1川㍗淋㍗

2“帖

十仙土刊侃､帖!'

一王{

トクリンカｰの物理化学的性質

10)吉沢肩灰工業K.K.宮本工場立窯3大叶工場8日

本プラスタｰK.K.立窯2日本ドロマイト工業K.K.

回転窯4立窯9

11)原宿の生産最近は月産10万トン年間で約120万トン

内訳は次の通りである.

石灰石35,000トンノ月→製鋼用土肩灰(大叶工場の6基へ)

ドロマイト

一/学1祭1ξ

不純石灰石15,O00トン/月→砕石用として売石

製品

生石灰8,000トン/月専用貨車で日本鋼管ヘ

ドロマイトプラスタｰ1,500トンノ月

ドロマイトクリンカｰ3,500トンノ月

15｡村樫宮本鉱山

ユ)栃採231栃木県安蘇郡葛生町葛生1370村樫石灰工業'

K.K.650万円

2)安政元年村樫伊賀真守が宮本において石灰の製造を創始

しその後110年の歴史をもつ戦後はドロマイトプラ

スタｰの製造もはじめ宮本･会沢2工場をもっている

3)採掘22焼成6製灰39試験室本社事務合計20

犬叶鉱山葛生町の犬1叶鉱山は生産額はわが国第1である.①大叶鉱山

③日本ドロマイトエ繁KK④日本プラスタｰKK

②吉沢肩灰

ドロマイト焼成工場この回転室は直径2.2m長

さ47m焼成能力月産絢5.OOOトン(葛生町の日本

ドPマイト工業KK)�
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工O)

ユエ)

狽｡

王)

婁)

㌩

�

�

�

�

��

��

露天傾斜掘

コンプレッサｰ50田1ドリル3スクレｰパ}1

㌰ね

80㎜ベルトコンベア

クラッシャｰ6磐エ4#1バイブレ}タ州1

3ト150㎜㎜サのイズは窯局とし3独m以下は5州20

nユ㎜として砕石&して出荷

35トり員の立窯7(現在稼動簑)

原肩の生産は最近至カ隼鑓｡00⑪トンで1ぎ潟常イトプラ

スタ…(窟士プ多スタｰ)は婁Oヨ00⑪け登生産している

駒形積阪畔沢鉱山

栃採鯛栃木県安蘇郡葛生町会沢工02c駒形石灰〕二葉

笈｡笈｡その他の事項前出

大皿琶年に開鉱現淘こ至る石灰石とド漂叩イドを採

掘し工業用生石灰･ドロマイトプラスタｰ･石灰苦土

肥料などを生産している

採鉱17製灰27事務4

露天ベンチカット残桂式坑内堀

コンプレッサｰ50皿1ドリル3クラッシャｰ6#1

4塔1その他2

40m手押トロッコ

40㎜手積トロッコ

48トン/目の立窯4

最近1カ年間の原石の採掘量は次のとおりである

石灰石32,000ドンドロマイト20,000トン

製品の内訳は

建築用プラスタｰ各種14,000トン

肥料800〃

工業用石灰200､

15.駒形合名鉱山

1)栃採204栃木県安蘇郡葛生町葛生3854駒形伊勢吉

50万円鉱業権者栃木県安蘇郡葛生町葛生812

2)大正2年現在の駒形石灰工業K.K.から分離独立し昭和

8年に会社組織となる当社の原石はいわゆるネズ石

灰石のため製灰上難点があり石灰原石は採掘中止して

いるそのため原石は日鉄鉱業会沢鉱山より買鉱し焼

成･製灰事業の専業となっている

3)焼成･製灰･事務合計26

10)トンノ1ヨの立窯6基があるが当社により稼動中のもの1

菱苦土鉱業K.K.が借りて使用中のもの2

12)建築用消石灰肥料用石灰合計250トン/月

16.村樫余沢鉱山

1)栃採191栃木県安蘇郡葛生町1220村軽石灰工業

K.K.栃木県安蘇郡葛生町1370

2)大正元年関鉱し建築用肥料用消石灰の製造をはじめた

現在自社用の肩灰万のほか砕石と製品として消石灰を

生産しており宮田石灰会沢工場へ黒石磐城セメント

栃木工場ヘセメント用石灰肩を売鉱中である

3)採鉱37焼成11製灰28事務6

4)露天傾斜掘残桂式坑内堀1

5)コンプレッサ}75]lP1200眼1ドリル10クラッシ

ャｰ6塔1

6)7)200m手押しトコッコおよびダンプトラック3

8)バイブレロタロ2

�

��

王至)
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�

�
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石灰窯用原石として140～150mmに粉砕し140m㎜以下

のものを砕石にしている

蝸トン順の立窯7

最近!カ年の原肩生産量は約10万トンで内訳は

窯局用肩灰石60,000トン

葡竿肩遂0,000トン

磐城他工亙,藍.会派鉱山

栃採鰯栃木県安蘇郡葛生町会沢39‡磐城セメン

トK汲､6,700万円鉱業権者住所栃木県安蘇郡

篇全町薦生715

大正鳩物蝸篇隻肩欧工業t.K.により開鉱された

その後昭和瞬に磐城恕メントK.K.と合併し磐城採石

Kぶ叱なる照綱咋には常磐磯業に合併され昭

榔峰嚢月から就名変更して現在の磐城化工K.K.とな

った当鉱山はわが国ドロマイト鉱山申三指に数えら

れる大鉱山で磐城セメント栃木工場で焼成されるドロ

マイトクリンカｰの原万を一手に引受けているほか自

社工場でドロマイトプラスタｰ生石灰などの生産も行

ぼっている

採鉱170砕鉱30製灰製造関係72出荷工作54

事務33

露天傾斜掘2カ所グロｰリｰホｰル3坑内桂馬式1

コンプレッサ}100盟330皿1271P1ドリル37

会沢から1,OOO㎜ヂｰゼル機関車41田32トン鉱率

90パワｰショベル2

宕賄f洲■肺肱阯距舳呵由届#む.^舳醐

沽

'一一1-1畑プヨ■クｰ帥此四品

".｡.一｡､1〒睡舳『`〒泣虫曲炉n此舳旧“･一価'〃

脱帥岨

`号ル引

出立苦土地}ル州上帥

��

��

立窯合計7現在稼動中のものはドロマイトプラス

タｰ用30トン/目2石灰用22トン/目1の3基

原石生産はドロマイト･肩灰石合計して年間約384,000

トンの実績がある(第2工場分もふくめ)各種製品の内

訳は次の通りである

A肩灰石1,500トン/月

生肩灰用黒石900トン→消石灰600トンを製造

�

黒石売鉱600トン

Bドロマイト28,000トン/月

ドロマイトクリンカｰ原石4～15m㎜2万トン→磐

城セメント栃木工場へ

汐鷺ト

このほか会沢の第2工場(現在同一鉱山となっている)

の鉱山で4,000トンノ月の生産があるがこれは

1鎗叫蝸舳�
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葛生町会沢地区の全景で葛生のドロマイト生産の中心地区であるほぼ中央部から左が磐城化工KK

会派鉱山と植木工場右方は日鉄会沢鉱山外の鉱山と焼成工場がある

磐城化工K.K.として製造されている製品は8)トロンメル3

ドロマイトプラスタｰ(マルコフラスタｰ)1,100トン9)当社の砕石工程は量初20mm以下a)(20%)と20mm以

/月月灰660トン/月苦土タンカル700トン/月上b)(80%)に分け20㎜m以上のものについて次の

6種類にサイズインクしている

唐沢鉱山

栃採354栃木県安蘇郡葛生町会沢1765磐城セメン

トK.K.20億円鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛

生町葛生715

昭和11年2月富国セメントK.K.の原右山として開鉱し

た.昭和29年磐城セメントK.K.に栃木工場の原石鉱

山となり現在では年間70万トンにのぼる生産に達して

いてわが国で最も機械化された石灰石鉱山の1つに数

えられている

採鉱30.事務6はく土請負150

露天傾斜掘5カ所

コンプレッサｰ5501P5ドリル35クラッシャ【ジ

ャイレトリトン18著250R1375トン僻ダンプトラ

ック10トン10ショベル186盟1160皿3

7)4,200m内鉱山寄り800mはベルトコンベア工場

寄り3,400mはヂｰゼル機関車で鉱車輸送ベルトコ

ンベアは500トンノ時

宮田石灰会沢鉱山

栃木県安蘇郡葛生町会沢1192宮困石灰工業K･K.

その他の事項前出

昭和36年2月まで石灰石を採鉱していたが現在中止し隣

接村樫余沢鉱山から買鉱し主に建築山肩灰を製造してい

る.そのほか若干工業用生石灰の生産も行なっている

立窯20トンノ日3

夫塩鉱山

栃採202246381栃木県安蘇郡葛生町会沢949

大塩建材工業K.K.150万円鉱業権者住所東京都

千代田区神田錦町3の18

昭和23牢8月砕石鉱山として開鉱

採鉱事務その他合計28

露天傾斜掘

コンプレッサ･50田1ドリル4クラッシャｰシ

ングルドックル6著1インペラブレロガｰ1

70㎜小型ダンプトラック2セミクロロラショベル

1ショベルカｰ1

a)21～m･…弗

鷹1111

11)原石の最近1年間の生産は84,000トン

12)精鉱の輸送は貨車45形トラック55%の比率である

21､日鉄会沢鉱山

1)栃採370栃粗16栃木県安蘇郡葛生町会沢1132

日鉄鉱業K.K.9億円鉱業権者住所東京都千

代閏区丸ノ内2の20の1

2)明治年間小松原氏が開鉱し肥料用消石灰を製造した

その後大正年間に吉沢石灰工業K.K.の経営に移り石灰

製品を製造していたが昭和18年に製鉄苦灰石K.K.

昭和21年に葛生苦灰石工業K.K.昭郡28年から日鉄鉱

業K.K.となり石灰石のほかドロマイトの採掘を行な

うようになったもので現在鉱石の売鉱専業鉱山となっ

ていて焼成製灰は行なっていない

3)採鉱54事務職員4

4)露天傾斜掘1桂馬式坑内堀3

5)コンプレッサｰ100田188旺王30皿1ドリル9

クラッシャ^チャイレトリロ8#17.5培15省1

インペラブレ･カｰ3H1

6)平均200m手積手押しトロッコおよびダンプトラック1

8)トロンメル3バイブレｰタｰ2

9)11)鉱石の粉砕物のサイズと用途は次の通りである

a)ドロマイト(原石の生産量約5万トン/年)

サイズ用途閏縁先尚稼量

1:ごll㍗アス1目言板襲1襲称撃鮒

･･～…{陶法器棄洋陶器

･～…版室上灘嘉ソト｡.｡｡｡トン/月

5～13〃特殊製鋼大和工業

一･～･{饗カル聯�
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当鉱山のドロマイトは葛生地区内ではとくに鉄分の合有量が

低いためガラス原料としての出稼の多い点が目立っている

最近の鉱石の平均品位は次の通りである

:M1gO17.79～18.07形

A1仙1

鮒/0伽O.66%

Ca034.57～34.62%

b)石灰肩(原石の生産量4.7万トン!年)

①人頭人(石灰焼成用窯肩)→駒形合名と湧井肩灰

2社へ売鉱

②ドロマイトとハク万灰石との漸移帯の不純石灰石は

砕石として次のようにサイズングされ出稼されている

60～80㎜m

40～60〃

30～40〃

20～30"道路用バラス

10～20〃

5～10〃

5～3〃

一3～〃

13)鉱石輸送は貨車6トラック4の比率である

22.鍋山鉱山

1)栃採193栃木市鍋山町μ0(古河鉱業K.K.)

粗鉱権者同岡石灰工業K.K.600万円

粗鉱権者住所栃木市河合町849

2)明治30年開鉱し古河鉱業足尾精錬所へ石灰を供給してい

た.最近まで小山市の古河マグネシウム工場へ軽焼ド

ロマイトを閏稼していたが現在ではドロマイトプラス

タｰの製造とガラス用炉床用ドロマイトの出稼を主に

している

3)採鉱30焼成20製灰35運搬22事務9

4)坑内サブレベル2坑内グロｰリｰホｰル2を併用

5)コンプレッサｰ50田125正1ドリル7クラッシ

ャｰショウ40IP6#110盟3壷1ハンマ}クラッ

シャｰ30田2

6)100～150m手押しト白ツヨ

7)10mベルトコンベア

8)足尾F型ふるい1

10)立窯30トン/目220トン/目315トン/目2ドロマイ

トプラスタｰ設備(ボｰルミルセパレｰタｰなど)

11)12)最近1カ年の原石生産量65,000トンこの内訳は

ドロマイト60弗石灰肩40形の比率である

a)ドロマイト

ドロマイト繍鉱の約70形は自社工場でプラス虜一(ダイ

ヤプラスタｰ)の原料として使用し残り30形をばン硝子

と製鋼用耐火材として出稼している

ガラス用の粒度は10榊醐培

炉床用耐火物のサイズｰ4mm

平均品位はM9017%Fe.O.O.04弛

b)石灰石

おもに建材用消肩灰と肥料用である

25.横倉石灰鉱山

1)栃採238栃木県栃木旅銅山馳艶横倉石灰工業

K.K､夏｡O◎O万円鉱業権者佳所栃木市境町1狐

2)臓治年間肩高氏に〃開鉱され横倉石灰としての創業

は明治37年初代横倉幾十郎氏により始められた.現在

は肩灰石ドロマイトの採掘と万灰ドロマイトプラス

タｰの生産を行なっているほか戦時中葛生町磐城セメ

ント栃木工場ヘドロマイト鉱石輸送のために建設された

索道を利用して同社ヘセメント用石灰石を供給してい

る

3)採鉱･索道会昔て62焼成20製灰45事務9

4)露天傾斜掘2残桂式坑内堀1

5)コンプレッサｰ30IP12011P1ドリル5

6)7)平均150m坑内手押ボロッコ

10)立窯10～15トンノ買9

11)最近1年間の原有および製品の生産量は次の通り

a)眉灰万28,000ドン

ドロマイト27,000トン

b)石灰石売鉱25,000トン

消石灰生産量1,800ドン

ドロマイト14,200トン

ほかプラスタｰ(星印)等生産

23.田源第一鉱山

1)栃採194栃木県栃木市鍋山町497囲源石灰工業

K.K.900万円鉱業権者住所栃木市河合町840

2)同社の創業は今から約100年前元治年間といわれ下野

灰として古い歴史を持ち江戸城の白壁にもしばしば同

社の石灰が使われたと伝えられている現在は;百灰石

ドロマイトの採掘と生石灰消肩灰ドロマイトプラス

タｰ炉床用耐火材などを生産している鉱山工場

とも第1と第2の2ヵ所に分れているがここでは1つ

のものとして扱うことにする

3)採鉱35焼成18製灰･離合計44運輸18事務

�

4)露天階段掘2

5)コンプレッサｰ20皿150田1ドリル4クラッシ

ャｰ2

6)隣接オｰト三輸1トラックタｰショベル1

7)約50mトロッコ

8)トロンメル1

9)ドロマイトの人頭大以下のものは30mm以下に粉砕し炉

床用爾人材にしているほか石灰眉ドロマイトとも黒石

として自社工場の原料にしている

10)立窯25トンノ日122トンノ目118トン/目313トン

ノ日4

11)原石の生産と製品の内訳は次の通りである

籔)石灰石5万け/年

�

生石灰い製鋼用※肥料用農薬用

消石灰一嬢薬用肥料用工業用※(セレン酸石灰

苗パルプなど)

注※印はM裏0その他の不純物が極少のものを

選別している

b)ドロマイト1万5千トン/年

原石で閏荷･･炉床用スタンプ材3～4,000トン/年

沖マイトプ多スタｰ(雪印花印プラスタｰ)･･

約7重000トン1年

弧顕政鉱山

里)栃採ユ96197栃木県栃木市鍋山町51黛田政醸業

鼠苗双曲450万円鉱業権者住所栃木市河合町859

2)鯛治蜘年創業し現在に至っている現在は石灰石ド�
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ロマイトの生産とこれらの各種焼成製品を2工場で製造

している

採鉱45焼成14製灰60運輸20事務8

露天傾斜掘3

コンプレッサ}30IP3ドリル8クラッシャｰ30HP2

7)手押トロッコとベルトコンベア里30m

トロンメル1バイブレｰタｰ1

ドロマイトは次のサイズに粉砕されている

黒石人頭犬程度ドロマイトプラスタｰ

�

イド周

15～30mm製鋼用耐火物

15m以下苦土タンカル肥料

軽焼ドロマ

石灰石は全部黒石として利用

10)40トン/目335トンノ目332トン/目3

11)原石の生産は8万トン/年でこれらの製品の内訳は次の

通りである

a)石灰石45,000トン/年

㈶�

�

㈩

㌩

�

�

�

�

�

生石灰;肥料用農薬(ボルドｰ液用カン入)

消石灰;化学用(おもに重クロム酸ソｰダ)

建築用肥料用水銀粉材用

b)ド1コマイト35,000トンノ年

箏

生石で蹄/欝二㍍潔(若松燃二焦

軽焼するもの/鷲㌶二/㌧(大阪王子産業K'

1ドロマイトプラスタｰ(マルタプラ

スタｰ)1近,000トン/年

宮田常盤鉱山

栃採189栃木県安蘇郡葛生町仙波2257宮閏石灰

K.K.その他の事項前出

昭和23年から開鉱し以後肩灰塙の採掘と隣接の工場で石

灰製造をつづけている最近は肩灰窯用の塊鉱を吉沢

石灰ヘヂヤミを磐城セメント栃木工場へ売鉱し経営

の合理化をすすめている

採鉱16焼成10製灰2運輸7事務3

露天傾斜掘1

コンプレッサｰ40IP1ドリル3クラッシャｰジ

ヨウ6#1

7)200m三輸ダンプトラック1

バイブレrタｰ1

9)用途により次のように粉砕している

a)石灰用窯肩50川120m耐

b)道路用砕石一50mm

c)セメント用ヂヤミｰ20mm

1O)立窯30トン～40トン/目3

11)当社の原石の最近1年間の生産量は18,OOOトンで生肩灰

2:消石灰8の割合で製造している.しかし今後は吉

沢石灰へ供給する肩灰肩の量が増加の見込みである.

製品の用途別内訳は次の通りである

@生石灰ほとんど製鋼用として目曹東芝(吉沢経由)

などへ出荷

⑮消石灰建築用肩灰が90%残り10%がさらし粉用

◎砕石･ヂヤミ･･3,600トン磐城セメント栃木工揚など

12)当鉱山の原石の化学成分は

Mg00.8～1.5形Si0與1弛以下Ca054～55形

㈷�

�

㈩

㌩

�

�

�

�
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羽鶴鉱山の階段掘葛生町あ1ヨ鉱羽鶴鉄山の

階段堀回のドロマイト擁摺現場ペンチの高

さは10m録下段は20mある

㈸�

�

1木村石灰鉱山

栃採224栃木県安蘇郡葛生町仙波1306木村石灰工

業K.K.500万円鉱業権者住所栃木市泉町356

昭和4年に開鉱し現在は石灰百ドロマイトの採掘と建

築用プラスタｰの製造を行なってはる

採鉱13焼成5生灰6製灰12運輸6事務5

露天傾斜掘1

コンプレッサｰ1ドリル1

7)100m手押しトロッコ

万灰石ドロマイトはともに100～工50mmの黒石の大き

さに干割して貯鉱自動投入機により窯に入れられている

立窯20トン/目110トンノ目1

最近1年間の生産を次にしめす

肩灰石､万トン/生肩灰3蓑秋の肥料時期のみ生

1消肩灰｡建築用プラスタ,

ドロマイト3.6万ドンドロマイトプラスタｰ(木村プ

ラスタｰ)

羽鶴鉱山

栃採370栃木県安蘇郡葛生町1599日鉄鉱業K.K.

その他の事項前出

2)羽鶴鉱山の開発の歴史はわが国ドロマイト業界の発展過

程をそのまましめしているといえる.戦時中満洲犬遵

付近からの良質ドロマイトが船舶輸送事庸の悪化から入

幕生町羽鶴の磐城セメント羽鶴ド回マイトクリン

カｰ工場全景焼成用の回転窒は現在3基ある�
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手離となり昭和18年目鉄鉱業K.K.と磐城セメントK.

K.の共同出資で製鉄苦灰石瞳業K.K.が葛生町に創立

され同時に羽鶴地区に日鉄鉱業K.K.の出資による関

東ドロマイト工業K.K.が創立され製鉄用のドロマイト

の生産を行なった

戦後一時生産は中断されたが産業界の復興とともに再

びドロマイトの生産も活況を呈するようになったので

製鉄苦灰石瞳業K.K.は日鉄が磐城セメントの資本を継

承し新たに葛生苦灰石酸業K.K､として再発足し戦後

の鉄鋼業界の復興に太いに寄与した羽鶴地区につい

ては関東ドロマイトを日鉄が継承し葛生一羽鶴鉱山間

に専用鉄道を敷設し採鉱設備を新設拡充し昭和28年

10月から日鉄鉱業羽鶴鉱業所となり本格的なドロマイ

トの生産をはじめ3i年7月葛生鉱業所となった

また前述の葛生苦灰石醸業K.K.は昭和28年4月に日

鉄に合併されて日鉄会沢鉱山となり現在に至っている

当羽鶴鉱山は高度に機械化し保安生産能率の高いこ

とはわが国では第一級のものでその採掘法は露天階段

掘電気ショベル採掘とし､ダンプトラック運搬250

馬力の15番ジャイレトリｰクラッシャｰを主破砕機とし

て研砕節分けの最新設備を有し隣接の磐城セメント羽

鶴ドロマイトエ場への鉱石輸送ジヤミ捨など各種のコ

ンベアを使用し一貫した機械化を行って月産4万トン

に対し約50人の人員で採鉱を行なうなどあらゆる点で

もモデルとなっている

現在は主として磐城セメント羽鶴工場のドロマイトク

リンカｰ用原肩の供給を行なっているが八幡富士

川鉄神戸製鋼などへも鉱肩を販売している

採鉱･事務合計110はく土はく岩は請負70～80

露天ベンチカット8(220m230㎜240㎜260m

㈷ね㌰ね㌱ね㌲ね�

表土のはく土はく土作業にあたっては当社ダンプトラ

ック6トン率9靹使用している

コンプレッサ}200-P11OOIP3ワゴンドリル4チ

ャンドリル1チャックハンマｰ30電気ショベル150

皿2スクレｰパｰ30班1ブルドｰザ'D1201D80

1D502ダンプトラック15トン712トン19トン

�

ダンプトラック10柄で平均400m

磐城セメント羽鶴工場まで約300㎜スチｰルコンベア

クラッシングプラントヂヤイントリｰ15塔250肥1

インペラブレｰカｰ100皿1その他省略

破砕された精鉱のサイズと名称

75～35mm小割

35～15〃特小割

15～5〃系砥石

5～3〃5･3ミリ(細撞)

10～70〃イワキ行

最近の生産量と出荷膚況

生産量44,550トンノ月ただし精鉱量(37･1･)

磐城セメント10}70mm3万トン

八幡製鉄細石･細粒6,100トン

神戸製鋼細肩2,500トン

川鉄小割3,500トン

九州耐火小割1,500トン

目本高周波小割50トン

大和工業細粒･粉400トン

雲,;
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白;百工業中割500トン

原万の品位は

M9017%以上SiO男1茄以下

田沢大釜鉱山

栃採383栃木県安蘇郡葛生町仙波小野久保3590困

沢工業K.K.950万円鉱業権者住所栃木県安蘇

郡葛生町豊代585

昭和35年1月開鉱原石を葛生町の自社工場でドロマイ

トクリンカｰに焼成するほか電気炉用などに原石の売

鉱も行なっている石灰石の採掘は行恋っていない

採鉱･事務関係をふくめ20

露天傾斜掘1

コンプレッサｰ50旺1ドリル4クラッシャ}6砦1

�㈳�

50㎜オｰト三輪ダンプトラック2トン2トラックタ

ｰショベル1

7k㎜ダンプトラック6.5トン3自重落下積込法

バイブレ□タｰ2

〃カ_一川洲

廻転窯2,500～3,O00トン1月(50×2.4m)1

精鉱の種類

8-13血mドロマイトクリンカｰ用自家用

�

2.5～8m皿電気炉用耐火材

篇㎜/111170%鶉蔦鷲ア見㌣用

混和材自家用

大阪鋼灰扱で関西鉄鋼関係

菱苦土大釜鉱山

栃採369栃木県安蘇郡葛生町仙波2771菱苦土工業

K.K.鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛生町倭町2800

昭和32年4月関鉱当鉱山ではドロマイトの採掘と破

砕を行ない同社の焼成工場へ原料として供給するととも

に他社へ売鉱を行なっている焼成工場では立窯でド

ロマイトクリンカｰを製造している破砕工場は設備

が新しく高能率であり目下探鉱を兼ねて表土運搬のた

めの坑道を掘進しているので近い将来増産態勢ができ

るものと思われる

採鉱関係19事務3

露天傾斜掘1

コンプレッサｰ50狸1ドリル9クラッシャ}6#1

4箒43捧3

50mダンプトラック1トン1小松D50Sドウザｰ

ショベル積込鉱車併用

ユ1.7k㎜ダンプトラック7トン3

ふるい分けはすべて振動箭

原石は約400mmで次頁の工程で節分けが行われて貯

鉱場へでる�
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ユ0)立窯500トン/月2

11)最近の原石生産量は3,000～4,000トンノ月で約50%は

自家用(ドロマイトクリンカｰ)50%を生石のまま売

鉱している

�

50～80m㎜製紙ゴムに生石で出荷

30～50〃立窯用ドロマイトクリンカｰ原料で自

家用

15～30〃同上

5～15〃廻転窯用ドロマイトクリンカｰ原料と

して出荷

5mm以下の粉鉱電気炉のスタンプ材として出荷

b)同社のドロマイトクリンカｰの生産量は700～1,000ト

ン/月である

12)原肩の品位は平均M9018～19%SiO･1～2茄

製品のおもな納入先は八幡製鉄(生石)特殊製鋼(生

石･ドロクリ)製紙各社白石工業(生肩)である
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駒形夫釜鉱山

栃採368栃木県安蘇郡葛生町仙波2756駒形肩灰工

業K.K.その他の事項前出

照和33年に開鉱し肩灰肩とドロマイトを採掘し隣接の

破砕工場で各種の精鉱にサイジイングしている鉱石

は本杜工場まで送って焼成したり直接売鉱したりしてい

る開鉱してまだ日が浅いため本命であるドロマイト

の本絡的な採鉱に達していないが破砕工揚は高能率の

設備を持っているため将来が期待されている

採鉱16事務2

露天傾斜掘2坑内トンネル積み込み

コンプレッサｰ50IP1ドリル3クラッシャ□4

80mエンドレス鉱車3

12kmダンプトラック7ベルトコンベア積み込み

クラッシャｰ6#4箒

最近1年間の生産はドロマイト石灰石合計8,500トン

であるが現在は両者とも月産1,000トンを越えている

53.三共戸叶鉱山

1)栃木県安蘇郡葛生町水木220三共化工K.K.600

万円鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛生町山菅3318

2)昭和23年1月から創業しドロマイトプラスタｰを生産し

ているが現在は原眉の売鉱も合わせ行なっている.

経営上湧井石灰の傘下に入っている

3)採鉱12焼成6事務3

4)露天傾斜掘1

5)コンプレッサｰ30R1ドリル4クラッシャｰ30正

��

6).7)80n1手押トロッコ

｣8)バイブレｰタｰ1

9)原石ドロマイトを80mm以上は窯石80mm以下は破砕

用に区別している

1顯1111火物

粉

10)立窯10トン/目2

11)最近1年のドロマイトの生産は36,000トンで原石とプラ

スタｰの販売比率は一ノ｡づつ程度である

33.三栄氷室鉱山

1)栃採357栃木県安蘇郡葛生町水木362三栄瞳業K.

K.340万円鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛生町

葛生ユ228

2)昭和26年松崎石灰として創業した昭和29年4月から

現在の杜名に変更し肩灰石ドロマイトの採掘と現地で

建築用消石灰ドロマイトプラスタｰの生産を行なって

いる

3)採鉱ユ2焼成3製灰15事務運輸15その他雑5

4)露天傾斜掘3

5)コンプレッサｰ25呼115IP1ドリル2クラッシャ

ロ3

6)7)300m中間の100mインクラインをふくめて鉱車に

よる運搬1･5トン鉱車

9)窯肩とヂヤミに箭分けている

10)15トン/目の立窯4

11)最近の原肩の生産は2万トンノ年で肩灰石とドロマイト

の比率は3:7程度である

石灰石6,000トン→建築用消石灰

ド1コマイト14,000トン→ドロマイトプラスタｰ

このほか1,600トン程度のヂヤミが土建用

34.白岩鉱山

1)栃木県安蘇郡田沼町野上字白岩肩川五三郎ほか300

万円鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛生町葛生2537

2)昭和27年4月関鉱し石灰石ドロマイトの採掘ならぴ

に生石灰消眉灰ドロマイトプラスタｰの製造を行な

つている

3)採鉱焼成製灰運輸事務合計50

4)露天傾斜掘1

5)コンプレツサ}30正1ドリル2クラツシヤｰ1

6)7)200m手押トロッコダンプトラツク併用

9)人頭犬程度の窯石とそれ以下の粉鉱とに選別

10)20トンノ1ヨの立窯2

11)最近の原石の生産は次のとおり

鴛イトlllllに焦/合計･万1ン

石灰石の用途の内訳

�

生肩灰35%農業用工業用

消肩灰65%建築用

ドロマイトは全部困沼町の石五醸業K.K.工場の建築用

ドロマイトプラスタｰの原料にしている

ヂヤミの粉鉱は捨てていて刹用していない

55.野上石灰鉱山

1)栃採274栃木県安蘇郡閏沼町野上字白岩875清水

石灰工業K･K･鉱業権者住所栃木県安蘇郡葛生町

山菅3637�
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昭和28年1月より開鉱し石灰石の採掘と生石灰消石灰

の製造を行なっている

採鉱12焼成8製灰9事務ユ2

露天傾斜掘1

コンプレッサｰ30盟1ドリル3クラッシャ}5IP1

7)隣接手押し･木製鉱車12オｰト三輸2製品

運搬用としてトラック5トン26トン2

丁場で人頭大の黒石として破砕しヂヤミは未利用

20トン/日の立窯4

11)最近の原石の生産は24,000トン/年でH製品の内訳は次

の通りである

鴛驚灰17｡茄(12,｡｡｡トン)

建築用消眉灰∫

肥料用生消石灰30形(5,000トン)

1V中部東海地方のド回マイト資源

1｡ドロマイト鉱床

この地方のドロマイト資源は小規模のものカ茎三重

滋賀｡福井の各県に数カ所あるほかほとんど大部分の

ものカミ岐阜県下に分布している.

岐阜県のドロマイト資源について他の地方とくらべ

て大きく目立っ特長は

1)量的に栃木県葛生地方に匹敵する

2)質的にきわめて多種類のものがありたとえぱ高

品位細粒質で製鋼用に適すもの鉄分が低くガ

ラス用に適すものなどそれぞれに適当したもの

跡ある.

3)鉱床のタイプカミ非常に多いすなわち

石灰石に伴われた鉱床…･舟状地区今島｡田原

チャｰト･粘板岩･輝緑凝灰岩などの中に単独鉱

床･…日原春目

糖状結晶質…･春日美束

4)現在までに判明している鉱床ほか6カ所以上ある

カミ稼行鉱山はわづか3カ所のみである.地理的

に東海近畿の工業地帯に隣接していて今後の発

展が期待されている.

次に岐阜県下の鉱床の概要についてのべる.

1.一春目地区

この地区は岐阜県のドロマイトとしては最初に開発さ

れたもので最近まで県下の代表として扱われていた.

伊吹山系の北ろく部の岐阜県揖斐郡巻貝村美東川合

付近から南西方へ約4kmの範囲に鉱床カ粉布している.

現在までに確認されている産地は北から順に美東白川

川合北方圭山一(丸.山)中山(桂谷)木ノ洞谷尾又谷

赤釜谷風穴の各地区である(実線は稼行中点線は

探鉱中)この地区の地質は二畳系に属する粘板岩

輝緑凝灰岩チャｰト石灰石｡ドロマイトからなり

これに花闇岩が迷入している.石灰看･ドロマイトの

鉱床は輝緑凝灰岩中に巾50～200mの層状あるいはレ

ンズ状をなして賦存している数層のうち高品位のドロ

マイトからなるものは2～3層である.ドロマイト鉱

床は下部は薄いチャｰト上部には石灰石を伴っている

場合か多く層厚100m以上の鉱床になると品位分布

カミ複雑牢注る傾向カミある.北方の美束地とは花騎岩の

謎入により糖状の結晶質ドロマイトとなっているカミ

MgOとしての品位高く鉄分カミ少なくまた再結晶し

ているため破砕性カミきわめて良好であるためガラス用

ドロマイトとしてはわカミ国で最も高品位のものとされ

ている.中山地区以南では花筒岩の影響をほとんど

受けておらず結晶の大きさも0.1～1.0mmの範囲にあ

ってクリンカｰに焼成可のものである.

2.久瀬村西津波地区

未開発地域であって産地鶯揖斐川西岸白倉付近三角

点飯盛山付近三田倉斜面の3カ所あるが品位鉱量と

も優れているのは白倉付近である.

白倉のドロマイト鉱床は北酉一南東にのびる石灰石中

に賦存する層状鉱床であって鉱石は細粒質でM90

18%以上の高品位のものカミ少なくない.この地区の石

灰石は一般に低燐のものが多いので両者併わせた開発

計画が適当していると思われる.

3.谷汲村横蔵地区

鉱床は横蔵上神原の萱場地区にあり上部層下部層の

2層からなっている.

下部層は標高380～480mの間に走向方向にのびたレン

ズ状鉱床2個からなり良質ド回マイトは北東部きわた

ぐら鉱床中に多く層厚15～45mである.上部一層は

爾斤輿一J

篶絃1払

い､.､〃､へ･ノ

ク

∫リ㌧'｣

叩介'f

一､!一＼

工'

､一一8

滋(^一〃へ

㌧一

j又&

峠

固

貨､)w

㌔

I“…{吉届

�

一=

愛

知県

蜘1i

貢､

;;､1､

艦1難填1:勢

､関一一
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550～670mの間にあって帯状に連続し良質ド湾マイト

は3層あり層厚はそれぞれ154020mでいづれも

珪質ドロマイトと接して分布している.

4.舟代美山(北山)地区

舟休山石灰石の中に発達するドロマイト鉱床で北山

ドロマイトの名称で春日のものとともに岐阜県の代表的

ドロマイトとして知られている.

ドロマイト産地は西から順に東へ壁一下大須(根尾

村)伊住戸今島円原目原画洞などである.

(実線は現在稼行中点線は探査完了地区ただし西洞

はドロマイトとしてでなく黒大理石として採掘中であ

る)伊住戸のものは輝緑凝灰岩中のレンズ状鉱床で

あるが今島円原地区のものは下盤の黒色石灰石と上盤

のチャｰト(珪質ドロマイトをも含めて)との間にはさ

まれた層状鉱床で品位鉱量とも優れている.今までに

数カ所で試錐探査が行なわれ良質のドロマイト層は一

枚が40～1OOmで豊當な資源の賦存が確認されている.

日原地区は粘板岩とチャｰトの間の単独鉱床であり

西洞地区においては輝緑凝灰岩中に30～50mの厚さのも

のが数層重なっている.このほか地質調査所として未

調査地区をあげると揖斐郡…･乙原･権現山･広瀬湧

谷山･坂内｡土蔵岳東方本巣郡能郷谷西方馬坂峠北方

武儀郡武儀村などである.

岐阜鼻産ドロマイト化学分析表

2.ドロマイト鉱山の現況

1.春日鉱山

1)岐採7481014

鉱山所在地岐阜県揖斐郡春目村

鉱山事務所々在地岐阜県不破郡赤坂町池尻2の1

鉱業権者清水工業K.K.480万円

2)鉱山の沼革清水工業K,K.は明治25年から赤坂におい

て石灰万の採掘各種肩灰製造をして現在に至っている

が昭和26年春目鉱山を開鉱しドロマイトの採掘加工

を行なっている

3)従業員採鉱関係140破砕関係50事務30

4)採鉱法露天傾斜掘3坑内シュリンケｰジ法6

5)採鉱機械コンブッサｰ1OO呼575旺3レッグハン

マｰ30

6)鉱山には美東鉱業所に第1上坑第1下坑第2上坑

第2下坑中山鉱業所に中山坑露天採掘場があり鉱

層は赤坂町の破砕工場まで約20km6ドンダンプトラ

ック25台で運搬されている鉱山における運搬にはベ

ルトコンベア150m手押トロッコ延3kmロッカｰシ

目ベル4台が活躍している

7)破砕工場から焼成工場まで約50mでベルトコンベアで運

搬されている

8)破砕工場の設備

ファインジョｰクラッシャｰ24"x15"50IP50トン/h3

〃

ハンマ□クラッシャ}

�

ボｰルミル

〃

振動箭

成分�%�%�%�%�一%�%�%���

産地�Ca0�MgO�SiO｡�Al.O畠�Fe.O茗�P�S�%lg.1ら｡｡��分析者

伊吹鉱山�34.30�18.55�0.09�⊥�0,01�一�一�i��河合石灰

〃�33.94�17.工4�1.08�一�O,02�I�一�i��"

春日鉱山�33.54�19.24�0.54�0.10�0.07�一�i�46.39�白色�清水工業

〃�33.63�19.32�O.18�0.05�0.01�一�i�46.51�暗灰色�"

〃�34.71�18.41�0.30�0.05�0.03�一�一�46.31��〃

久瀬������※����

�34.35�18.03�O.48※�0.01�O.03�0,028�一�46.63��地調藤買

〃�33.80�18.38�0.69※�O.07�0.05�※0.022�■�46.58��〃

横蔵�33.52�18.18�1.22�■�0.52�一�i�■��地調永井

"�32.84�18.60�1.88�一�O.48�'�.�一��"

堂�32.49�18.14�2.40�0.29�0.16�0,008�0.04�46.08��"

伊住戸�31.55�17199�3.87�0,97�0.45�0.132�0.03�44.68��"

宝谷鉱山�33.75�18.15�1.10�0.66��薬0.032�0.012�■��川鉄

〃�32.14�19.23�1.96�0.44��※O.21�tr�･��〃

今島�33.35�18.40�O.88�1.16��薬01025�O.002�i��鋼管鉱

ク�34.11�18.61�0.0逢�0.32��灘O.046�0.009�一��〃

日原�33.61�18163�0.57※�0.06�O.11�榛0.035�1�46.84��地調藤貰

､����������

〃�34.04�18.57�0.08※�0.92�O.05�0.01楽�■�46.98��"

西洞�34.01�18.64�0.05※�0.94�0.06�激0.019�一�47.02��〃

〃�33.71�18.94�0.13※�0.93�0.03�0.004�}�47.12��〃

"�34.01�18.39�O.02�0.99�0.17�0.02�i�46.98��明治鉱

〃�32.75�19.18�0.22�0.10�0.42�0.03�一�47.08��"

一16"×10"30田20トン/h7

751P20トン/h3

30皿10トン/h5

1001PユOトン/h1

75且,8トン/h2

L注〕Si02の項の※印は不溶解残サの量で表わされている

Pの項の※印はP男05の量で表わされているもの

10トン/h19

9)破砕工程は次の3通り

に大別される

a)砕石工場;5設備

ファインジ冒一クラ

ッシャｰ→節分け

b)粉砕工場;3設備

ファイシジョ□クラ

ッシャ1→ハンマｰ

クラッシャｰ→節分け

｡)微粉砕工場;2設備

ファインジ冒一クラ

ッシャｰ→ハンマロ

クラッシャ1→ボ^

ルミル→節分け

10)焼成設備は15トン/日

の立窯5基

11)最近エ年間の原石生産

石灰石216,000ドン

ドロマイト150,000ト

ン製品としては次の

ような生産があった

a)重質炭酸カルシウム

96,000トン

b)肩灰項砕肩その他

120,000トン

C)ドロマイト粉末

90,OOOトン�
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d)苦土肥料12,000トン

過去の実績総計500万トンにのぼり東海地区で第1

位の生産をあげている37年12月にはドロマイトの生

産は月産1万5千トンに達している

]2)製品の販売先

旭硝子目本板硝子新目本硝子目本硝子山村硝子

房塚硝子その他自動製壕硝子会社陶磁器会社製鋼

会社舗装会社など

2.伊吹鉱山

1)岐採1019

鉱山所在地岐阜県揖斐郡春目村

鉱業権者河合石灰工業K.K.4千万円

〃住所岐阜県不破郡赤坂町

2)鉱山の渦革明和28年に開鉱した当時は県道まで簡易

索道一本を架設し月産500トン程度の生産量であったが

その後設備を改善し現在は2,000-2,500トンの生産に達

している.鉱石はすべて赤坂町の被砕工場で処理し

現地は採掘のみ行なっている

3)従業員採鉱些O事務4

4)採鉱法露天傾斜掘3グロｰリｰホｰル1セミクロ

ｰリｰホｰル1坑内グロｰリｰホｰル1サブレベル

�

5)採鉱機械コンプレッサｰ30IP125田115呼1ド

リル6

6)丁場で粗砕を行ない手押トロッコ150mでホッパｰまで

運搬し山元貯鉱場まで600m索道で運搬

7)山元貯鉱場から赤坂町破砕工場まで約26kmダンプトラ

ックで運搬

8)破砕工場は

a)硝子用b)製鋼用｡)肥料用の工程に分れていて

現在チュｰブミル4トン1h1コニカルミル2トン/h

1の設備で粉砕を行なっている

10)焼成設備としては1.5トン/hの立窯1基あるが現在ク

リンカｰ焼成は行なっていない

11)これまで原肩生産は21,500トンの実績があり最近1年

間の製品としては

硝子用10,250トン

製鋼用7,300トン

肥料用2,950トン

5.室谷鉱山

鉱山所在地岐阜県山県郡美山村円原

岐阜ドロ岬イド鉱業K,K｡の経営でおもに製鋼用耐火

材として各種のサイズの生馬奮尚荷していたが鐙近は

山元と鮫草市の中間の高窟町にガラス用の粉砕工場を新

設し増産態勢をととのえつつある

4.三重鉱山つごうにより省略

V四国･九州地方のド園マイト蜜源

1.鉱床の分布

西南日本には数多くの叶マイト鉱床カ漁られている

がいづれも規模カミ小さく今後大々的に開発される希望

のあるものはない.現在稼行中の鉱山は12あるかζれ

を地質学的に見ると内帯ぽ属するもの1外帯に属する

もの11でほとんど外帯の石灰石にともなわれた二畳系

の鉱床である.つぎに内･外帯に分けて鉱床の概要に

ついて紹介する.

1.外帯のドロマイト鉱床

ドロマイト鉱床は2列に配列していて四国で1ま1)秩

父帯の外側で御荷鉾線に沿った地帯と2)南側の仏像

糸川線寄りの地帯とである.九州でも同様1)は臼杵

八代線側2)は物像糸川線側の秩父帯に鉱床の分布が

知られている.つぎに各県ごとに鉱床名を列挙すると

徳島県;深瀬鉱床(N:北側のもの)阿瀬比桜谷鉱床

(S:南側のもの)

葛飾県,｣壇土佐山弘瀬(N)布師田(S)十市

(四万十川層群葉山層中)

愛媛県;用の山川上寝間梅の川予州(N)黒瀬

川野村(S)

大分県;溜水姫野旧足立旧黒土山地蔵山津久見

川登(N)碧盤岳稲積山(S)

宮崎県;高千穂(N)稚谷(S)

熊本県;鶴木山(S)

2､内帯のド回マイト鉱床

標本的には各地の石灰石鉱床中にしばしば発見される

赫鉱床として扱える規模をもっているものは門司恒

見鉱床のみである.

2.四国･九州のドロマイト鉱山

1.四つ高鉱山

門司市恒見字吉志梅崎鉱業K.K.

坑道掘で月産約2･000トンの生産があり製鋼用ガラス用肥

料用に出荷している鉱床は石灰石の下部に層状に分布して

いるが富鉱帯は一般走向に対して響曲している鉱床規模は

延長180㎜厚さ30～40m鉱石は淡黒色～灰白色細粒質で品

位良好である.

2.上窟鉱山

高知県南国市上倉宮崎犬三郎

帖榊

∴

榊'ヨ

,大分

撤｡

鰍雌蜘鶴

｡⇔寅“頸理

一1望夢

猟鮒

ψ硲

鹿

児

魁

しJ｡㎞

おもな出荷先は高知

高松

架縫療

笛鋤露喧｡

li皿.

旧鱗鰍1“鰯

1.深瀬

2｡中山

3.桜谷

4.且在所山

5.古井

6.有〕l1

7･布邸翻

8.上禽

9｡土佐山

10｡弓ム詩痢

11.婦の山

12｡川上

13｡寝間

14.梅の川

･徳島

㌧

15､予州

16.扇漱村

17｡野村

18.1箪久見

岨窃僻

豹.媛立

21.刈登

22.冷彼

23.縦原

24.言箭川1

25.高千穂

26.椎谷

27.虐石

28.鶴木山

29.四つ高

⑲隙父帯

四国･九州におけるドPマイト鉱床分布図�
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電気製鉄K.K.鉱床のタイプは石灰月中の層状鉱床で規

模は厚さ2～7m延長10m程度のものが16層分布している

代表的な鉱石は灰黒色で化学成分は次のとおりである

CaOMgOSi02R里0319.1oss

㌲�㌲�㈲�〵�����

5.土佐山鉱山

高知県土佐郡土佐山村桑尾坂本鉱業K.K･おもな出荷

先は大谷重工業K.K.そのほか苦土肥料は地元消費月産約

500トン鉱床は巧灰石中に発達した層状鉱床で規模は厚さ

12m延長160mであるがこの他にやや小錦模のものが2層

見られる.代表的な鉱石は灰白色で細粒質であって化学成

分は次のとおりである

CaOMgOSiO埋Fe稻0記A120』1g.1oss

33.35ユ8,330,200,480.1146,77

4.弘瀬鉱山

高知県土佐郡土佐山村弘瀬坂本鉱業K.K.月産700トン

犬重工業へ尚荷していて粉鉱は苦土肥料として処理している

鉱床は肩灰石中に2層分布していて北側のものを採掘している

代表的な鉱石は灰白色細粒質で化学成分は次のとおりである

CaOMgOS量O空Fe203A1里0319.loss

㌳�����㈰�����㈷

5.布師田鉱山

高知市布師田坂本鉱業K.K.月産300トン製鋼用として

大谷重工業へ出荷.レンズ状塙灰石の中に腫胎する鉱床で母

岩の石灰肩は厚さ20m延長60血程度のものでドロマイト鉱

床はこのうち雪/8をしめている.代表的な鉱石は乳白色細粒質

で桃色斑点がある

6.黒瀬川鉱山

愛媛県東字和郡井上清作月産1,500トン製鋼用として

目新製鋼へ粉末は苦土肥料として出荷粘板岩中の単独鉱床

で厚さ20m延長130㎜で品位は安定している

代表的ね鉱石の化学成分は次のとおりである

CaOMgOSiO由P宮0519-1osg

㌳�����������

7.野村鉱山

愛媛県東宇和郡野村町東洋ドロマイト鉱業K.K｡月産

1,500トン製鋼用苦土肥料として出荷･鉱床のタイプは

黒瀬川鉱山と同じ.規模は厚さ30～80㎜延長は数10mでこ

のうち富鉱帯は不規則な形をしめしている･次に代表的な鉱

石の化学成分をしめす

CaOMgOSiO望P空05R些0:lg.Ioss

㌲���㌹��������　

8.宮崎溜水鉱山

犬分県大野郡野津町溜水宮崎鉄業K.K.月産1,000トン

製鋼用として八幡製鉄へ出荷一部肥料へも出荷している

坑内採掘ドロマイト鉱床は石灰石鉱床の下部に発達した層

状鉱床で厚さ10～20m延長約300㎜である鉱肩の代表

的なものは灰白色でところによりに珪酸分の高いところがあ

る次に代表的な分析結果をしめす.

MgOSiO由Fi空0一

ユ9,880,740,03

9.津久見ドロマイト川登鉱山

大分県大野郡野津町落合津久見ドロマイト工業K.K.

月産1,500トン製鋼用として八幡製鉄へ粉末は肥料として

出荷.鉱床は肩灰石の下都をなしていて厚さ50m延長100

mの層状鉱床である.鉱石は灰白色で細粒質である.次に

代表的鉱肩の化学成分をしめす.

CaOMgOSi0壇1g.1oss

㌴���������

10.津久見鉱山

犬分県津久見市八戸津久見ドロマイト工業有限会社製

鋼用として八幡製鉄へ粉末は肥料用に出荷月産500トン

鉱床は石灰肩中に層状に発達したもので厚さ10～30㎜延長約

1,000mであるが中間に肩灰質のはさみがあり2分されてい

る･代表的な鉱石は灰白色細粒質であって化学成分は次の

とおりである

CaOMgOSi02R宮0ユ1g.loss

㌱�㌲�����㌲���

11.白石肥後鉱山

熊本県葦北郡葦北町白石工業K.K.

ドロマイト鉱床は肩灰塙中の不規則なレンズ状鉱床で厚さ10～

30m延長100～150mでありこのうち富鉱帯は3カ所に認め

られる.

代表的な鉱石の化学成分は次のとおりである

MgOSi02Fe里0j1g.loss

工9,520,580.2147.01

上金鉱山(高知県南国市)高品位ドロマイト鉱菊(鰍ゆ2⑪%±Si0{o.1)

灰色…ドロマイト白色都…セグレゲイション脈(分泌)ドロマイト

黒瀬川鉱山(愛媛県東宇和郡城川村)の採掘場であるド

ロマイト鉱床は粘板岩中に発達した石人岩の上盤側

に厚さ約20mで走向方向にのびている中央の白く見

える部分がドロマイト右側の灰色都は粘板岩左の

π角の翫繭はドロマノト暫肩唖牡から汝{ている�




